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市
で
は
こ
の
た
び
、
公
共
施
設
の
計
画
的
な
再
編
・
再
整
備
に
取
り

組
む
た
め
の｢

豊
岡
市
公
共
施
設
再
編
計
画｣

（
案
）を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
の
計
画
案
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
財
政
課
☎
21

－

9
0
1
4

1
8
2
8
億
円
、
年
平
均
で
約

46
億
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
も

投
資
が
必
要
な
の
で
、
公
共
施
設

の
建
て
替
え
な
ど
に
充
て
る
経
費

は
、
な
お
大
幅
な
財
源
不
足
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
し
て
、

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

安
定
し
た
財
政
運
営
を
両
立
さ
せ

る
た
め
、
本
市
で
は
、
次
の
三
つ

公
共
施
設
再
編
計
画
と
は

　

い
ま
、
全
国
の
自
治
体
で
公
共

施
設
の
老
朽
化
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
庁
舎
、
学
校
、

公
民
館
、
図
書
館
、
ホ
ー
ル
な
ど
、

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
公

の
原
則
を
定
め
、
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

共
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
、
こ
れ
ら
が
一
斉
に
改
修
や

建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

特
に
、
本
市
で
は
、
平
成
17
年

の
市
町
合
併
に
伴
い
、
旧
市
町
時

代
に
整
備
し
た
用
途
や
目
的
が
重

複
し
て
い
る
施
設
を
そ
の
ま
ま
引

き
継
い
で
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
再
編
計
画
と
は
、
公

共
施
設
の
建
て
替
え
な
ど
に
伴
う

多
額
の
財
政
負
担
を
軽
減
さ
せ
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
適
切
に

維
持
し
て
い
く
た
め
、
施
設
保
有

量
の
最
適
化（
総
量
縮
減
）を
実
行

し
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
の
現
状
と
、

将
来
の
建
て
替
え
な
ど
に
要
す
る

費
用
を
明
ら
か
に
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
公
共
施

設
の
役
割
や
機
能
を
踏
ま
え
た
個

別
施
設
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま

す
。

公
共
施
設
の
現
状
と
課
題

保
有
量
が
多
く
老
朽
化
す
る
施
設

　

本
市
は
、
5
7
4
施
設
、
総
延

床
面
積
約
48
・
7
万
平
方
メ
ー
ト

ル（
市
民
1
人
当
た
り
約
5
・
6

平
方
メ
ー
ト
ル
）の
公
共
施
設
を

保
有
し
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
、

近
畿
圏
内
の
類
似
都
市
平
均
の

1
・
6
倍
で
す（
平
成
26
年
4
月

1
日
現
在
）。

　

10
年
後
に
は
築
30
年
を
経
過
す

る
公
共
施
設
が
半
数
以
上
に
上
る

な
ど
、
今
後
、
多
く
の
施
設
が
改

修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。

減
少
す
る
人
口
と
財
政
状
況

　

働
き
盛
り
の
世
代
の
減
少
に
よ

る
税
収
の
伸
び
悩
み
に
加
え
、
市

町
合
併
に
よ
り
特
別
な
方
法
で
算

定
さ
れ
て
き
た
普
通
交
付
税
が
縮

減
さ
れ
る
た
め
、
公
共
施
設
の
建

て
替
え
な
ど
に
対
し
て
財
源
不
足

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
施
設
を
そ
の
ま
ま
維

持
・
更
新
す
る
費
用
を
試
算
す

る
と
、
今
後
40
年
間
で
総
額
約

次
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
た
め
に

豊
岡
市
公
共
施
設
再
編
計
画（
案
）へ
の
意
見
募
集

■築30年を超える公共施設の割合

■維持・更新に係る費用の試算

公共施設マネジメント
三つの原則

❶分野横断的な視点に基づく施設
保有量の最適化
❷計画的な保全による長寿命化
（施設を有効活用して長く使用）
❸効率的・効果的な維持管理・
運営



3　 広報とよおか 2016（平成28）年8月号

施
設
保
有
量
の
最
適
化
に
向

け
た
数
値
目
標

　

前
述
の
と
お
り
、
公
共
施
設
の

更
新
費
用
は
、
年
間
約
46
億
円
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
長
期
財
政
見
通
し

（
5
月
公
表
）を
基
に
し
て
、
公
共

施
設
の
更
新
に
充
当
で
き
る
経
費

は
年
間
約
21
・
2
億
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
不
足
額
を
解
消
す
る
た
め
、

長
寿
命
化
と
併
せ
て
、
延
床
面
積

の
34
％
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
施
設
保
有
量
の
最
適
化
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
再
編
計
画（
案
）の

概
要

　

計
画
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
把
握
す

る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
公
共
施
設
は
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
手
段
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
ち
、
ハ
コ（
建
物
）と
サ
ー
ビ

ス（
機
能
）を
区
分
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
を
で
き
る
限
り
維
持
し
な
が
ら

ハ
コ
を
減
ら
す
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

本
計
画（
案
）で
は
、
機
能
の
複

合
化
な
ど
を
含
め
て
、
施
設
保
有

量
の
最
適
化
に
向
け
た
個
別
施
設

の
方
向
性
を
定
め
て
い
ま
す
。

〜
公
共
施
設
再
編
計
画（
案
）に
基

づ
く
試
算
〜

　

本
計
画（
案
）に
基
づ
く
取
組
み

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
公

共
施
設
の
更
新
費
用
を
、
年
間
約

26
・
5
億
円
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

し
か
し
、
更
新
に
充
当
で
き
る

の
は
、
年
間
約
21
・
2
億
円
と
見

込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
な
お
年
間

約
5
億
円
の
不
足
が
生
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
建
て
替
え
時
の
2
割
の

減
築
等
が
不
可
欠
で
す
。

意
見
を
募
集

　

本
計
画（
案
）に
対
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
地

域
別
の
説
明
会
と
意
見
募
集（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
実
施
し

ま
す
。

振興局の空きスペースを地区公民館や図書
館分館、子育てセンターとして有効活用

■複合化の取組み事例

■公共施設マネジメントの展開イメージ

公共施設再編計画（案）の概要
計画の期間

平成28～37年度（第１期）
計画の対象施設

計画期間内に築30年を迎える施設、
その他再編の必要性が高い施設

計画の記載事項
計画の対象施設を｢建替｣｢継続｣｢転用｣
｢譲渡｣｢廃止｣｢移転｣｢統合｣｢検討｣に分類

期間　７月27日（水）～８月12日（金）
方法　財政課に郵送、ファクス、ま
たは電子メール。様式は任意ですが、
居住地区名、年齢、性別を記載して
ください（ホームページからダウン
ロード可）。
提出先　財政課（〒668-8666、中央
町２番４号）　FAX 24-5932
メールアドレス z a i s e i @ c i t y .
toyooka.lg.jp

※いずれも午後７時30分～９時（開場：午後７時）
※事前申込み不要。都合の良い会場にお越しください。
（注）7月27日は、大開通りが車で通行できません。本庁舎北側の

西向き一方通行の道路から係員の誘導で駐車場に駐車するか、
駅前駐車場に駐車してください。

意見の
提出方法

公共施設再編計画（案）の説明会

日にち 会場

７月27日（水） 豊岡稽古堂　交流室３-１（注）
７月28日（木） 竹野庁舎　大会議室
８月３日（水） 但東庁舎　大会議室
８月４日（木） 日高農村環境改善センター

多目的ホール
８月５日（金） 出石庁舎　大会議室
８月９日（火） 城崎庁舎　大会議室

公共施設再編計画（案）の閲覧場所
• 財政課  • 各振興局  • 図書館  • 地区公民館
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地
域
づ
く
り
を
行
え
る
」と
話
し

ま
し
た
。
本
市
は
、
女
性
や
若
者

が
活
躍
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

た
こ
と
や
、
石
垣
を
固
い
地
盤
に

乗
せ
る
た
め
に
、
元
々
の
地
面
を

削
る「
地じ

形ぎ
ょ
う

根ね

切ぎ

り
」の
工
法
を

取
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
確
認
さ

れ
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
但
馬
の

城
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
、
重
要

な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

瓦
や
釘
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
場
所
に
瓦
ぶ
き
の
木
造
家
屋

が
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
文
化
財
と
し
て
末
永
く

保
存
す
る
た
め
に
、
解
体
時
の
成

果
を
生
か
し
た
修
理
を
行
う
と
と

も
に
、
当
初
の
状
態
に
戻
す
た
め

の
積
み
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）、
小こ

い

出で

吉よ
し

英ふ
さ

に
よ
り
有
子
山
の
ふ
も
と

に
築
か
れ
た
出
石
城
。
崩
落
の
危

険
性
が
あ
っ
た
山や

ま

里ざ
と

曲く
る

輪わ

の
石
垣

の
解
体
工
事
と
発
掘
調
査
を
、
昨

年
11
月
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
解
体
で
、
危
険
と
な
っ
て

い
た
石
垣
の
石
材
の
抜
け
落
ち
や
、

石
垣
が
外
側
に
せ
り
出
す「
孕は

ら

み

だ
し
」の
要
因
が
、
土
砂
が
石
垣

の
裏
側
に
流
入
し
た
こ
と
や
、
石

材
の
ひ
び
割
れ
な
ど
に
よ
る
も
の

と
分
か
り
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
で
は
、
曲
輪
を
造
る

の
に
3
ｍ
以
上
も
土
を
盛
っ
て
い

〜
石
垣
整
備
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
〜

 

出
石
城
山
里
曲
輪
の
石
垣
構
造
が
判
明

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
市
民
協
働
研
修

　「
地
域
を
変
え
る
女
性
の
チ
カ
ラ
」開
催

〜
新
し
い
プ
ー
ル
で
初
泳
ぎ
〜

静
修
小
学
校
で
プ
ー
ル
竣
工
式

　

6
月
20
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で
、
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

市
民
協
働
研
修「
地
域
を
変
え
る

女
性
の
チ
カ
ラ
」を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
、
N
P
O
法
人
吉
備

野
工
房
ち
み
ち
理
事
長
の
加
藤
せ

い
子
さ
ん
。
講
演
で「
自
分
た
ち

の
住
み
や
す
い
未
来
は
、
自
分
た

ち
で
創
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と

を
知
り
、
信
じ
、
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
」「
な
い
も
の
ね
だ
り

で
は
な
く
、
あ
る
も
の
で
十
分
に

　

6
月
20
日
、
静
修
小
学
校
で

プ
ー
ル
の
竣し
ゅ
ん

工こ
う

式し
き

を
行
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
プ
ー
ル
は
、
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
F
R
P
）製
で
、

メ
ー
ン
プ
ー
ル
と
低
学
年
用
の
サ

ブ
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
以
前
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
プ
ー
ル
が
老
朽

化
し
て
い
た
た
め
、
昨
年
8
月
か

ら
改
修
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日
は
、
竣

工
式
の
後
、
プ
ー
ル
開
き
と
な
り

全
校
生
が
、
ピ
カ
ピ
カ
の
プ
ー
ル

で
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
6
月
】

11
日
・
2
0
1
5「
植
村
直
己
冒

険
賞
」授
賞
式
･
記
念
講

演
会

　
　
・
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピッ
ク
･
パラ
リ
ン
ピッ
ク
競

技
大
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン（
モ

ン
ゴ
ル
国
）登
録

16
日
・
豊
岡
市
環
境
審
議
会

19
日
・
第
36
回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ

ラ
ソ
ン
全
国
大
会

20
日
・
静
修
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工

式

　
　
・
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

市
民
協
働
研
修

17
日
・
市
長
の
特
別
授
業（
日
高

高
校
、
22
日
・
出
石
高
校
、

7
月
11
日
・
豊
岡
高
校
）

27
日
・
豊
岡
市
地
域
公
共
交
通
会

議

　
　
・
第
7
次
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
漁

業
実
習
生
修
了
証
授
与
式

【
7
月
】

5
日
・
熊
本
県
益
城
町
の
家
屋
被

害
調
査
に
職
員
派
遣（
〜

13
日
）

6
日
・
豊
岡
市
基
本
構
想
審
議
会

▲元の位置に一つず
つ積み直す石垣

▲発掘調査で出土
した瓦など

▲ワークショップで地域課題の
解決方法を検討する参加者▲“初泳ぎ!！”いざ出発

≪出石城の復元図（西尾孝昌氏作図）≫
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い
つ
の
頃
か
ら
か
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
の
知
識
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ツ
マ
イ
モ
は
い
つ
の
間
に
か
消

え
て
な
く
な
り
、
オ
ク
ラ
も
ア
ス

パ
ラ
も
、
知
ら
ぬ
間
に
草
葉
の
陰

に
消
え
て
い
き
ま
す
。
が
、
川
沿

い
の
畑
で
、
不
思
議
と
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
だ
け
は
よ
く
で
き
ま
し
た
。

一
度
、
県
の
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
所
長
に
自
慢
を
し
た

ら「
あ
、
イ
ネ
科
の
植
物
は
馬
鹿

で
も
で
き
ま
す
な
」と
一
喝
さ
れ
、

自
身
に
対
す
る
尊
敬
の
気
持
ち
が

た
い
そ
う
傷
つ
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
話
を
種
屋
さ
ん
に

し
た
と
こ
ろ
、
よ
ほ
ど
印
象
的

だ
っ
た
の
か
、
今
で
も
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
種
を
買
い
に
行
く
と「
あ
、

イ
ネ
科
で
す
ね
」と
言
わ
れ
る
始

末
で
す
。

種
ま
き
は
、
た
い
て
い
５
月
の

連
休
で
す
。
下
宮
銀
座
と
呼
ば
れ

る
村
の
ど
真
ん
中
、
一
等
地
で
草

だ
ら
け
の
畑
を
こ
ぎ
れ
い
に
し
、

う
ね
を
た
て
て
種
を
ま
い
て
い
る

と
、
近
所
の
古
老
が「
お
っ
、
市

長
が
種
を
ま
き
な
っ
た
で
。
よ
っ

し
ゃ
、
ワ
シ
も
そ
ろ
そ
ろ
ま
く
時

期
だ
な
」と
、
ま
る
で
村
の
歳
時

記
に
な
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

出
勤
前
、
背
広
を
着
た
ま
ま
水

を
や
る
姿
は
、
変
と
言
え
ば
変

で
す
が「
う
ー
ん
、
ム
ネ
ち
ゃ
ん
、

こ
り
ゃ
、
肥
料
を
ほ
し
が
っ
と
る

顔
を
し
て
い
る
な
」と
別
の
古
老

が
声
を
掛
け
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。

ム
ネ
ち
ゃ
ん
と
い
う
の
は
、
宗
治

の
愛
称
で
す
。
ぼ
く
の
村
は
、
早

く
か
ら
欧
米
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
基
本
的
に
村
人
は
皆
、
年
齢

差
に
関
係
な
く
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー

ム
で
互
い
を
呼
び
合
い
ま
す
。

と
、
自
慢
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で

し
た
が
、
こ
こ
数
年
、
さ
す
が
に

連
作
障
害
が
出
た
の
か
、
出
来
が

あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

孫
た
ち
の
期
待
を
裏
切
る
夏
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
施
肥
も

し
っ
か
り
行
い
ま
し
た
。

過
日
、
母
が
他
界
し
ま
し
た
。

夕
暮
れ
時
、
自
宅
か
ら
亡
き
が
ら

を
連
れ
て
通
夜
の
会
場
に
向
か
い

ま
し
た
。
家
を
出
る
と
、
す
ぐ
に

畑
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
母
が
作
り

方
を
教
え
て
く
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
が
、
今
年
は
過
去
最
高
の
出
来

で
、
青
々
と
風
に
そ
よ
い
で
い
ま

し
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
風
に
吹
か
れ
て 105

　

子
ど
も
た
ち
は
、3
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
元
気
よ
く
ウ
オ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
。そ
の
後
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
や
守
備
、走
塁
、打
撃
な
ど

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。打
撃
指

導
で
は
、N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の
選
手
が
見
本
を
見
せ

る
と「
飛
距
離
す
げ
ー
」「
打
球
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
」な
ど
の
歓
声

を
上
げ
、見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
中
か

ら
、プ
ロ
野
球
選
手
が
誕
生
す
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

6
月
26
日
、豊
岡
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー「
こ
う
の
と
り
ス
タ

ジ
ア
ム
」で
、N
O
M
O
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
選
手
ら
を
講
師

に
招
き
、第
2
回
豊
岡
市
少
年
野

球
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

野
茂
英
雄
さ
ん
も
指
導
に
加

わ
っ
た
今
回
の
野
球
教
室
は
、市

内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
所
属
す

る
7
チ
ー
ム
95
人
の
選
手
が
参
加
。

野
茂
代
表
は「
分
か
ら
な
い
こ
と

は
、何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

6
月
17
日
か
ら
、
市
内
の
高
校

で
、
市
長
が
、
生
徒
に
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
直
接
語
る「
市

長
の
特
別
授
業
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
の
授
業
は
、
生
徒
が
豊

岡
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
豊
岡
の

将
来
に
希
望
を
見
出
し
、
豊
岡
に

定
住
し
た
い
と
い
う
意
識
を
醸
成

す
る
た
め
に
、
全
て
の
高
校
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

7
月
11
日
に
は
、
豊
岡
高
校
の

全
校
生
が
授
業
を
受
け
、
市
長
は

〜
市
長
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
直
接
語
る
〜

市
内
の
高
校
で
市
長
の
特
別
授
業「
豊
岡
の
挑
戦
」開
始

〜
コ
ウ
ノ
ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ〝
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
〞〜

　
第
2
回
豊
岡
市
少
年
野
球
教
室
開
催

「
豊
岡
の
挑
戦
」と
題
し
、
人
口
規

模
は
小
さ
く
て
も
世
界
の
人
々
に

尊
敬
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
ま
ち

「
小
さ
な
世
界
都
市
〜L

ロ
ー
カ
ル

ocal & ア
ン
ド 

G

グ
ロ
ー
バ
ル

lobal C

シ
テ
ィ

ity

〜
」の
実
現
に
向
け

た
取
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
生
徒
と
市
長
は
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
中
心
市
街
地
へ
の
企
業
誘
致

や
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

▲野茂さんから直接指導を受ける選手
▲生徒と市長のパネルディスカッション（豊岡
高校）
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  訓練２　揺れが収まったら隣近所の安否確認
　揺れが収まり（訓練では、揺れが収まったこと
を防災行政無線で放送します）、本人・家族が無
事であれば、事前に定めた｢いっとき避難場所｣
に集合して隣近所の情報交換を行い、不明者が
あれば安否確認を行います。 
　沿岸部では、津波避難場所に避難してくださ
い。

○港地区（小島、瀬戸、津居山、気比、田結）
○竹野沿岸部（宇日、田久日、駅前、東町、
中町、馬場町、上町、下町、西町、切濱、
濱須井）

※各区（町内会）での役割分担は、区長（町内会
長）に確認してください。

※区・町内会の都合で、この日に訓練を実施し
ないところもありますが、実施しない区の皆
さんも各家庭で安全確保行動への参加をお願
いします。また、多くの区・町内会で、市民
総参加訓練後に独自の訓練が実施されます。

　昨年に引き続き、市内全域で一斉訓練を行い
ます。
　いつ発生するか分からない地震災害に備え、
市民総参加による地震発生後の安全確保訓練、

机が揺れで飛ばされんよう
に、しっかり机の脚を持ち、
固定するんじゃぞ。

　全市民は、安全確保行動訓練、安否確認訓練
（沿岸部は津波避難訓練）、情報伝達訓練を行っ
てください。
  訓練１　グラッと揺れたら、まず安全確保
①まず低く　上からの落下物を避けられる場所

で低い姿勢をとります。 
②頭を守り　落下物や飛来物から頭を守れるよ

う、机の下に避難したり、腕で頭
を守ります。

③動かない　１分間はじっと動かないでいます。

日時　８月28日（日）午前９時～正午
場所　旧竹野中学校跡地、竹野庁舎
内容　関係機関による訓練（各機関の初動対応、

各関係機関の連携、図上訓練）
対象　消防本部、陸上自衛隊第３特科隊、香住

海上保安署、公立豊岡病院、豊岡北警察
署、豊岡市社会福祉協議会、防災士会
など

安否確認訓練（沿岸部は津波避難訓練）および発
災時に迅速かつ適切な応急対策が取れるよう関
係機関と協力した震災総合防災訓練を実施しま
す。　　　　　　　 《問合せ》防災課☎23‒1111

８月28日（日）は市民みんなで防災訓練！
市民総参加訓練・震災総合防災訓練

日時　８月28日（日）午前８時～９時
場所　家庭、区内避難場所等
対象　全市民（各区・町内会）

市民総参加訓練

震災総合防災訓練

沿
岸
部
の
区

▲救助訓練

▲津波避難訓練



7　 広報とよおか 2016（平成28）年8月号

　豊岡市美術展は60年以上の歴史を持つ県内で
も有数の公募展です。応募に際しては公募要項
をご覧いただき、作品搬入日に所定の申込用紙
で申し込んでください。

　第67回豊岡市美術展
▼会　　期　11月２日（水）～６日（日）
▼会　　場　総合体育館
▼応募部門
○一般・高校の部…絵画、書道、写真、彫刻・
工芸

○児童・生徒の部…図画、習字
▼応募範囲
○一般・高校の部…制限なし
○児童・生徒の部…但馬内の幼稚園等・小学

搬入日時　10月13日（木）14日（金）
　　　　　午前９時～午後７時
搬入場所　総合体育館北側アリーナ入口
出 品 料　一般の部　1,650円
　　　　　高校、児童・生徒の部　無料

校・中学校・教室
に在籍する就学前
幼児および児童・
生徒
▼公募要項配布場所
　文化振興課、各振
興局地域振興課、各
地区公民館、図書館本館、市民会館　など
▼審査員および美術講座
○写真…笹

ささ

田
だ

金
きん

吾
ご

さん（全日本写真連盟総本部
顧問）

○彫刻・工芸…進
しん

藤
どう

　裕
ゆたか

さん（京都彫刻家協会
会員）

　【講座】10月19日（水）午後６時～
○絵画・図画…椿

つばき

野
の

浩
こう

二
じ

さん（第３回小磯良平
大賞展大賞受賞・2006県展審査員）

　【講座】10月20日（木）午後６時～
○書道・習字…伊藤一

いっ

翔
しょう

さん（日展会員・読売
書法会常任理事）

　【講座】10月21日（金）午後６時～
《問合せ》文化振興課☎23‒1160

県内有数の公募展にあなたの力作を出品しませんか
第67回豊岡市美術展作品募集

▲昨年の受付の様子

　映像を通じて、それぞれの地域の素晴らしさ
を伝え｢行ってみたい、住んでみたい｣と思って
もらうと同時に、今、そこに住む人たちに、自
分たちの地域の素晴らしさを再認識するために、
｢ふるさとスケッチ｣を制作してきました。
　ＤＶＤを貸し出していますので、各地域の四
季折々の風景や出来事が詰まった「ふるさとス
ケッチ｣を、ぜひ、ご覧ください。
※貸出し条件等は問い合わせてください。
《貸出場所・問合せ》大交流課☎21‒9016また
は各振興局地域振興課

▼内容　大学３年生の｢同
窓会｣を、地域の団体
が支援。地元の食材で
作った料理を囲みなが
ら、地元で働く先輩た
ちが、就職活動に向け
た準備や心構えを伝え
ます。｢地元学｣対決など、地域のさまざまな
魅力を知る機会もあります。

▼対象　大学３年生(2013年３月に但馬内の高
校を卒業）

▼定員　80人
▼申込み　ホームページ(｢豊岡　大同窓会｣で
検索)から申し込んでください。

《問合せ》暮らしのエコをすすめる但馬の会事
務代行・高宮さん☎090‒1184‒2536または大
交流課☎21‒9008

｢ふるさとスケッチ｣
ＤＶＤの貸出し

▲ワールドメディアフェスティバル2016の｢旅行観光PR
部門｣で金賞を受賞した「豊岡絵巻」

大学３年生 夏の大同窓会

地域で学生をバックアップ
日時　８月12日（金）午後４時～７時
場所　豊岡地区公民館
会費　500円
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　出石川が流れる加
か

陽
や

では、国土交通省
の自然再生事業で整
備された大規模湿地
を活用し、地域と一
体となったにぎわい
の拠点づくりが進め
られています。
　この取組みの一環として、今年で３回目とな
る湿地まつりが開催されます。楽しみながら湿
地や川と触れ合いましょう。
▼日　時　８月７日（日）午前７時30分～11時
▼会　場　加陽湿地（五条大橋付近出石川河川敷）
▼内　容　三世代交流ラジオ体操・健康体操、
ザリガニ釣り、川歩き、宝探し、スイカ割り、
かき氷等の販売、湿地の生きもの紹介パネル
展示、災害対策用車両の展示　ほか

▼主　催　下加陽区・沖加陽区
▼共　催　国土交通省近畿地方整備局豊岡河川
国道事務所・豊岡市

《問合せ》コミュニティなかすじ（中筋地区公
民館内）☎23‒3746またはコウノトリ共生課

　☎21‒9017

《申込み・問合せ》健康増進課☎21‒9095

曜日 時間 定員
月曜日 午後２時～３時30分

各20人
（先着順）

火曜日 午前10時30分～正午
水曜日 午後２時～３時30分
金曜日 午前９時30分～11時

　個人の体力に合わせた運動メニューに取り組
む、高齢者向けの運動教室です。少人数のグルー
プ制で、専門の指導員がついているため、運動
初心者でも安心して参加できます。
　体を動かすことが好きな方、健康のために何
か始めたいと考えている方、仲間と一緒に始め
てみませんか。
▼期　間　10月～平成29年３月（全24回）
▼場　所　ウェルストーク豊岡（フィットネス
スタジオ・トレーニングジム・温水プール）
▼対　象　65歳以上の市民（ただし、治療中の疾
患がある方は、主治医の意見書が必要な場合
があります。要支援・要介護認定を受けてい
る方は除きます。）
▼料　金　1,000円/月
▼申込み　７月25日（月）～８月26日（金）に窓口
か電話で申込み（土・日曜日、祝日を除く。午
前８時30分～午後５時15分）
▼その他　健康・環境ポイント制度対象事業
（500ポイント／月）

《コース》

～チャレンジクッキング参加者募集～
　はつらつチャレンジ塾参加者を対象に、毎
月１回、クッキング教室を実施します（希望者）。
▼内　容　調理実習、栄養士の講話
▼料　金　1,200円（全６回分）

仲間と一緒に健康づくりを始めませんか
はつらつチャレンジ塾（高齢者向け運動教室）参加者募集

　｢目の前で家族が倒れたら、あなたは何がで
きますか｣
　いざというときのために、普通救命講習を受
講しませんか？大切な人を救えるのは｢あなた｣
です。
▼日　時　８月20日（土）午前９時～正午
▼場　所　市役所城崎庁舎　２階　大会議室
▼内　容　普通救命講習Ⅰ（３時間講習）
　　　　　○成人に対する心肺蘇生法

○ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の使
用方法

　　　　　○大出血時の止血法
　　　　　○窒息時の処置
▼定　員　30人
▼申込み　８月16日（火）までに、豊岡消防署、
各分署、出張所および駐在所にある所定の申
込み用紙（消防本部ホームページにも掲載）に
必要事項を記入の上、持参、郵送、ファクス、
またはメールで申込み

《申込み・問合せ》豊岡消防署救急係
　☎24‒8038　FAX24‒1278
　メールアドレスshobo-keibo@city.toyooka.lg.jp

加陽湿地まつり 普通救命講習

▲昨年の様子
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ビール最大２杯無料提供（キリンビール・出石城山ガー
デン協賛）
▽イベント当日、豊岡駅とバス車内に乗車証明書を設置。
乗車証明書を持参の方にキリンビー
ル１杯無料で提供

▽イベント当日、マイタンブラーを持っ
て来た方に地ビール１杯無料で提供

コバスで行く　豊岡新環状線
▽イベント限定のルートをコバスで運行
ボサノバ＆ハワイアンコンサート（ワンノート豊岡）
豊岡ライフスタイル○×クイズ
▽勝ち残った方に中筋地区産の野菜プレゼント
｢むかしなつかし～現在へ｣（豊岡ライフスタイル）体感
コーナー
▽昔ながらの蚊帳、カヤを使った現代版ハンモック、カヤ
の敷物の設置、ペレットを使ったバーベキューなど

90歳ヒアリングＤＶＤの放映
▽豊岡稽古堂の天井に映像を映し出します！

イベント案内 乗
っ
て
帰
ろ
う
デ
ー
＆
豊
岡
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ー

　子どもたちは、地
域の方とあいさつを
交わし顔見知りにな
ることで、見守られ
ているという安心感
を持ち、地域やふる
さとを愛する心を抱
いていきます。
　豊岡市子どもと心でつながる市民運動推進協
議会は、本年度も｢夏休みラジオ体操顔見知り
運動｣を推進し、夏休みラジオ体操への市民の
皆さんの参加を呼び掛けています。
　｢夏休みラジオ体操｣は市内各区での実施の他、
校区一斉ラジオ体操や地区内で統一日を設定し
ての実施など、地域の方が参加しやすいような
取組みがなされています。
　昨年は、９割を超える市内の中学生が１回以
上参加し、最前列で体操指導をする姿や、体操
後に地域の方と一緒に清掃活動に取り組む様子
も見られました。
　地域の子どもたちとの触れ合いの場として、
また自身の健康づくりのためにも、ぜひ｢夏休
みラジオ体操｣に参加してください。
※｢夏休みラジオ体操｣の実施期間、場所などは、
　各区で異なります。
《問合せ》豊岡市子どもと心でつながる市民運
動推進協議会事務局（生涯学習課内）☎23‒0341

　植村直己冒険賞は、平成８年に創設し今年で
20回目を数えます。この記念すべき節目の年に、
これまで受賞した方や選考委員の先生を招き
「植村直己冒険賞20周年記念事業｣を開催します。

８月27日（土）
歴代受賞者の紹介・ゲスト講演（午後１時30分
～４時）
▼場　所　日高文化体育館
▼内　容　歴代受賞者の紹介、ゲスト講演（荻
原次晴さん）

８月28日（日）
交流イベント（午前９時～午後３時）
▼場　所　植村直己冒険館ほか
▼内　容　ツリーイング、火起こし、クラフト、
植村直己語録展、冒険家による食のおもてな
し　など（予定）
　※一部有料

《問合せ》植村直己冒険館☎44‒1515

夏休みラジオ体操顔見知り運動

市
役
所
市
民
広
場
が
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に

植村直己冒険賞20周年記念事業

歴代の冒険賞受賞者が集う

▲福住校区の一斉ラジオ体操
（平成27年７月）

 ▲いぶし焼き  ▲ツリーイング

セ
ッ
ト（
1
0
0
円
券
×
10

枚
）〕の
み
の
販
売
▽
サ
ン
ス
ト

館
、エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
、都

市
整
備
課
で
取
扱
い
▽
先
着

6
0
0
枚
限
定
▽
詳
細
は
問
い

合
わ
せ

 
《
問
合
せ
》都
市
整
備
課

　

☎
23

－

1
7
1
2

　

エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23

－

4
4
8
0

　

豊
岡
ら
し
い
暮
ら
し
方
を
提
案

す
る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
と
し
て「
第
3

回
乗
っ
て
帰
ろ
う
デ
ー
&
豊
岡
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ー
」を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時　

8
月
10
日（
水
）午
後
6

時
〜
9
時

▼
場
所　

市
役
所
市
民
広
場
、豊
岡

稽
古
堂
、本
庁
舎
食
堂

▼
チ
ケ
ッ
ト　

入
場
券〔
千
円
1
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玄げ
ん

さ
ん
、「
豊と

よ
お
か岡
ア
ー
ト
シ
ー

ズ
ン
2
0
1
6
」っ
て
何な

に

？

7
月が

つ

22
日に

ち

か
ら
11
月が

つ

29
日に

ち

ま

で
、
市し

内な
い

の
文ぶ

ん

化か

施し

設せ
つ

な
ど

で
、
全ぜ

ん

部ぶ

で
34
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開か
い
さ
い催
す
る
企き

画か
く

じ
ゃ
よ
。
演え

ん
げ
き劇
や

ダ
ン
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
、
展て

ん
ら
ん
か
い

覧
会
な
ど
、
盛も

り
だ
く
さ

ん
じ
ゃ
！　

い
わ
ば「
ア
ー
ト
の

お
祭ま

つ

り
」じ
ゃ
な
。

例た
と

え
ば
、
ど
ん
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
る
の
？

ち
ょ
う
ど
7
月が

つ

22
日に

ち

に
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
の「
と
よ

お
か
ア
ー
ト
縁え

ん
に
ち日
」が
開か

い
さ
い催
さ
れ

た
と
こ
ろ
じ
ゃ
。
豊と

よ
お
か岡
ア
ー
ト
シ

ー
ズ
ン
2
0
1
6
の
関か

ん
れ
ん連
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
皆み

な

さ
ん
や
高こ

う
こ
う
せ
い

校
生
の
ス

テ
ー
ジ
は
華は

な

や
か
じ
ゃ
っ
た
わ
い
。

豊と
よ
お
か岡
に
は
ど
ん
な
文ぶ

ん

化か

施し

設せ
つ

や
ア

ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
か
紹し

ょ
う
か
い介

す
る「
豊と

よ
お
か岡
の
ア
ー
ト
を
楽た

の

し
む
」

ブ
ー
ス
も
あ
っ
て
の
ぉ
。

　

今こ
ん

後ご

、
豊と

よ

岡お
か

市し

民み
ん

プ
ラ
ザ
で
は
、

劇げ
き

作さ
っ

家か

の
内な

い
と
う
ひ
ろ
の
り

藤
裕
敬
さ
ん
作さ

く

・
演え

ん

出し
ゅ
つ

の『
あ
ら
し
』公こ

う
え
ん演
が
あ
る
ぞ
。

こ
れ
は
、
関か

ん
さ
い西
で
活か

つ
や
く
ち
ゅ
う

躍
中
の
俳は

い
ゆ
う優

た
ち
と
市し

民み
ん

演え
ん

劇げ
き

の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
作さ

く
ひ
ん品
じ
ゃ
。

　

城き
の
さ
き
こ
く
さ
い

崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
K
I
A
C
）で
は
、
ロ
ラ
ン
・
コ

ロ
ン
さ
ん
作さ

く

・
演え

ん

出し
ゅ
つ

の
ボ
イ
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス『
キ
ノ
サ
キ
ノ
マ

ト
ペ
』な
ど
を
公こ

う

演え
ん

予よ

定て
い

じ
ゃ
。

　

出い
ず
し
え
い
ら
く
か
ん

石
永
楽
館
で
は
、
お
な
じ
み

の
歌か

ぶ

き
舞
伎
や
、
て
が
み
座ざ

の
演え

ん
げ
き劇

『
燦さ

ん
さ
ん々

』公こ
う
え
ん演
も
あ
る
ぞ
。

　

11
月が

つ

に
は
、
市し

内な
い

各か
く

所し
ょ

で
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
行お

こ
な

う「
お

ん
ぷ
の
祭さ

い
て
ん典
」も
あ
る
し
な
。

　

他ほ
か

の
お
勧す

す

め
は
、
施し

設せ
つ

の
職し

ょ
く
い
ん員

さ
ん
に
聞き

い
て
み
ん
せ
ぇ
。

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
、
ど

ん
な
意い

み味
が
あ
る
の
？

こ
れ
は
、
舞ぶ

台た
い

の「
幕ま

く

」を
イ

メ
ー
ジ
し
と
る
。
豊と

よ

岡お
か

市し

に

は
舞ぶ

台た
い

芸げ
い

術じ
ゅ
つ

の
施し

設せ
つ

が
よ
ぅ
け
あ

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
⑯

豊と
よ
お
か岡
ア
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
2
0
1
6
っ
て
？
　

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
魅み

力り
ょ
く

的て
き

な

公こ
う
え
ん演
を
し
と
る
ん
じ
ゃ
。
市し

民み
ん

会か
い

館か
ん

、
豊と

よ

岡お
か

市し

民み
ん

プ
ラ
ザ
、
K

 
I
 A 

C
、
出い

ず
し
え
い
ら
く
か
ん

石
永
楽
館
な
ど
じ
ゃ
な
。

見み

ど
こ
ろ
が
違ち

が

っ
て
、
奥お

く

が
深ふ

か

い

ぞ
。
そ
れ
に
、
博は

く

物ぶ
つ

館か
ん

・
美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

も
充じ

ゅ
う

実じ
つ

し
と
る
。
豊と

よ

岡お
か

ア
ー
ト
シ

ー
ズ
ン
2
0
1
6
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通と

お

し
て
、
豊と

よ
お
か岡
の
文ぶ

ん

化か

的て
き

な
魅み

力り
ょ
く

を（
再さ

い

）発は
っ
け
ん見
し
て
も
ら
い
た
い

の
ぉ
。私わ

た
し

も
、
友と

も

だ
ち
と
何な

に

か
観み

に

行い

き
た
い
な
。
今こ

年と
し

の
夏な

つ

・

秋あ
き

は
豊と

よ
お
か岡
で
い
ろ
い
ろ
な
ア
ー
ト

に
出で

あ会
う
季き

節せ
つ

だ
ね
♪

永
楽
館
茂
山
狂
言
会

◇
日
時　

9
月
29
日（
木
）午
後
7

　

時
〜（
開
場
午
後
6
時
30
分
〜
）

◇
会
場　

出
石
永
楽
館

◇
料
金　

前
売
3
5
0
0
円（
当

　

日
4
千
円
）※
全
席
指
定

◇
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

7
月
30
日

（
土
）午
前
9
時
30
分
か
ら
、
出

石
永
楽
館
、
市
民
会
館
、
豊
岡

市
民
プ
ラ
ザ
、
城
崎
国
際
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売

演
目
、
出
演
者
と
あ
ら
す
じ

○
解
説「
狂
言
は
楽
し
い
お
芝
居

　

で
す
」　

茂
山
逸
平

○
佐さ

渡ど

狐ぎ
つ
ね　

奏
者　

茂
山
千
作
▽

　

越
後
の
百
姓　

茂
山
あ
き
ら
▽

　

佐
渡
の
百
姓　

丸
石
や
す
し

　

越
後
と
佐
渡
の
百
姓
は
都
へ
年

貢
を
納
め
に
行
く
途
中
、
佐
渡
に

狐
が
い
る
か
ど
う
か
で
争
い
に
な

り
ま
す
。
奏
者（
取
次
役
人
）に
判

定
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
の

で
す
が
…
贈
収
賄
を
め
ぐ
る
三
者

の
駆
け
引
き
が
笑
い
を
誘
い
ま
す
。

○
附ぶ

子す　

太た

郎ろ
う

冠か

者じ
ゃ　

茂
山
宗
彦

　

▽
次じ

郎ろ
う

冠か

者じ
ゃ　

茂
山
逸
平
▽
主し
ゅ

　
　

丸
石
や
す
し

　

主
人
が
二
人
の
冠
者
に
附
子
と

い
う
毒
の
見
張
り
を
命
じ
て
外
出

し
ま
す
。
二
人
は
中
身
が
実
は
砂

糖
だ
と
気
付
き
、
み
ん
な
食
べ
て

し
ま
い
ま
す
。
主
人
が
帰
っ
て
く

る
ま
で
に
必
死
で
言
い
訳
を
考
え

る
の
で
す
が
…
一
休
さ
ん
の
頓
知

話
と
し
て
も
有
名
な
作
品
で
す
。

○
二ふ
た

人り

袴ば
か
ま　

聟む
こ　

茂
山
童
司
▽
舅し
ゅ
う
と

　

茂
山
あ
き
ら
▽
太
郎
冠
者　

山

　

下
守
之
▽
兄　

茂
山　

茂

　

聟
入
り
に
一
人
で
行
く
の
が
恥

ず
か
し
い
の
で
、
兄
に
付
い
て
き

て
も
ら
っ
た
聟
。
し
か
し
兄
が
家

の
外
に
い
る
の
を
知
っ
た
舅
は
、

す
ぐ
お
呼
び
し
ろ
、
と
申
し
付
け

ま
す
。
以
後
二
人
は
一
つ
し
か
な

い
袴
を
交
代
で
着
て
は
舅
の
前
に

出
ま
す
が
…
天
真
爛
漫
な
聟
と
そ

れ
に
慌
て
る
兄
の
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
出
石
永
楽
館

　

☎
52

5
3
0
0
ま
た
は
文
化

　

振
興
課
☎
23

1
1
6
0 附子

▲2016年内藤裕敬作・演出
　「豊岡駅前小鳥店Ⅲ」

▲ロゴマーク
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「健康をすすめる地区活動」実施状況報告・活動計画
運動・栄養・こころの健康づくりでみんな元気に！

地域包括支援センターだより
ついに公開！「元気な90歳」になる秘訣

　健康をすすめる地区活動とは、健康増進に向
けて「運動・栄養・こころの健康づくり活動」を
実施する市民の自主的な活動です。健康推進員
や区長が中心となり実施します。

　90区で763回実施されま
した。ラジオ体操や健康運
動教室、調理実習などが区
公民館で開催されました。
《実施区の感想》
○椅子に座った簡単な体操をしました。年齢に
関係なく、楽しく体を動かすことができました。

○認知症の講話を聴きました。症状や予防、周
りの者の対処法など、分かりやすかったです。

○幅広い年齢で交流できました。
○皆で大きな声を出し、楽しくストレス解消が
できました。

　これからは人生90年の時代に入るといわれて
おり、調子が悪くなりやすい80歳からをいかに
元気に過ごせるかがポイントとなります。認知
症や脳卒中、転倒による骨折など、介護が必要
になる原因の病気などを予防することも大切で

（参照：健康百寿の秘訣を学び実践するプロジェクト　元気な90歳を目指して～百寿者から学ぶ～）

○近所にある身近な集まり（区のサロンや老人クラブ、玄さん元気教室など）に参加する。
○日常生活の中で体を動かす（散歩や田畑の仕事など）。
○好き嫌いせずに何でも食べる、地元の食材を食べる。
○タバコは吸わず、お酒はほどほどにする。
○近所付き合いや友達付き合いを大切にする。
○いろんなことに興味を持ち、規則正しく生活する。
○楽しめる仕事や役割を持って活動的に暮らす。
○いつまでも但馬で暮らす。

　本年度は67区から計画書が提出されました
（重複あり）。区から案内がありましたら、ぜひ、
参加してください。

　認知症予防に関連した講座の開催が増えてい
ます。正しい知識を身に付け、認知症があって
もできるだけ住み慣れた地域で穏やかに暮らし
たいと考える方が増えています。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

す。
　但馬に住む100歳以上の方
の話から「運動」「栄養」「社会
参加（役割や人との交流）」について、健康長寿
の秘訣をまとめました。

《問合せ・相談窓口》
担当地域 住所 電話

豊岡地域包括支援センター 豊岡 立野町12-12 24-2409
城崎・竹野地域包括支援センター 城崎・港 城崎町湯島625-９ 32-4599
城崎・竹野地域包括支援センター（竹野分室） 竹野 竹野町須谷1478 47-1425
日高地域包括支援センター 日高 日高町祢布891-２ 42-0158
出石・但東地域包括支援センター 出石 出石町福住1302 52-7015
出石・但東地域包括支援センター（但東分室） 但東 但東町出合433-１ 54-0515
地域ごとに地域包括支援センターが設置されています。地域包括支援センターは高齢者の医療・介護・福祉の相談
窓口です。気軽に相談してください。

テーマ 主な内容 申請区（件）

運動
歩キング 17
玄さん元気教室 22
健康運動教室 27

栄養 バランスの取れた減塩食 14

こころ
こころの健康講座 １
認知症の予防講座 15

その他 行政区独自の活動 12

運
動

栄
養

社
会
参
加

平成27年度の活動状況

平成28年度の活動計画
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■
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金

▽
バ
ナ
ナ「
匠た
く
み

王お
う

」コ
ウ
ノ
ト
リ
基

金
協
力
業
者
〔（
50
音
順
）井

谷
俊
二（
泉
町
）・
㈱
ガ
ン
ピ
ー

（
日
高
町
国
分
寺
）・
㈲
ジ
ョ
イ

ク
ッ
ク
お
く
だ（
京
丹
後
市
）・

城
田
明
利（
京
丹
後
市
）・
㈱
ス

ミ
フ
ル
ジ
ャ
パ
ン（
神
戸
市
）・

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う

べ
コ
ー
プ
デ
イ
ズ
豊
岡（
加
広

町
）・
谷
口
則
男（
下
陰
）・
豊

岡
中
央
青
果
㈱（
福
田
）・
豊
果

フ
ー
ズ
㈱（
福
田
）・
㈱
に
し
が

き（
京
丹
後
市
）・
㈲
ふ
た
ば
や

（
但
東
町
中
山
）・
吉
田
壮つ
よ

志し

（
下
宮
）〕

▽
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合（
立
野

町
）

▽
J
X
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱（
東
京
都

千
代
田
区
）

▽
㈱
ト
ー
ホ
ー
ス
ト
ア（
神
戸

市
）・
サ
ン
ト
リ
ー
酒
類
㈱
神

戸
支
店（
神
戸
市
）・
サ
ン
ト
リ

ー
フ
ー
ズ
㈱
近
畿
支
社（
大
阪

市
）・
カ
ル
ビ
ー
㈱
中
日
本
事

業
部
近
畿
支
店（
大
阪
市
）・
日

清
食
品
㈱
営
業
本
部
大
阪
営
業

部
神
戸
営
業
所（
神
戸
市
）・
㈱

明
治
関
西
支
社（
大
阪
市
）

▽
京
都
中
央
信
用
金
庫（
京
都
市
）

▽
木
下
酒
造
㈲（
京
丹
後
市
）

　６月２日、本庁舎２階大会議室で平成28年度豊岡市感謝状贈呈式を開催しました。これは、
平成27年４月１日から平成28年４月30日までに、市に金品（30万円以上300万円未満）の寄付を
いただいた方に感謝の意を表するために行ったものです。感謝状を贈呈した方は次のとおりで
す。        　 《問合せ》秘書広報課☎23̶1114

豊岡市感謝状贈呈式を開催
～寄付をありがとうございました～

■
保
育
・
幼
児
教
育
振
興

▽
能
見
篤
史（
西
宮
市
）

■
学
校
教
育
振
興

▽
村
岡
正ま
さ

司し（
河
内
長
野
市
）

▽
㈱
巴
建
設（
日
高
町
松
岡
）

▽
㈱
ニ
コ
ス（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
豊
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
豊

岡
円
山
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
立
野
町
）

■
学
校
教
育
振
興
・
社
会
教
育
振

興
▽
大
石
建
設
設
備
㈱（
但
東
町
矢

根
）

■
社
会
教
育
振
興

▽
㈱
オ
ー
ク（
日
高
町
上
郷
）

▽
㈱
東
豊
精
工（
下
陰
）

▽
東
海
バ
ネ
工
業
㈱（
神
美
台
）

▽
豊
岡
こ
う
の
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
城
南
町
）

■
文
化
芸
術
振
興

▽
永
島　

正（
東
京
都
北
区
）

（
敬
称
略
）

贈呈式後の記念撮影
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児
童
扶
養
手
当
・
重
度
心
身
障

害
者（
児
）介
護
手
当
の
現
況
届
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害

者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経

過
的
福
祉
手
当
の
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
者
に
は
必
要
書
類
を
送
付

し
ま
す
。
こ
の
届
で
8
月
分
以
降

の
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
す
。
提

出
が
な
い
と
8
月
分
以
降
の
手
当

が
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

　

所
得
が
限
度
額
を
超
え
る
た
め
、

手
当
の
支
給
停
止
が
予
想
さ
れ
る

場
合
も
届
出
は
必
要
で
す
。

▼
期
間　

①
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

　

養
手
当
は
、
8
月
12
日（
金
）〜

　

26
日（
金
）　

②
①
以
外
は
、
8
月
12
日（
金
）〜

　

31
日（
水
）

▼
提
出
先　

社
会
福
祉
課
ま
た
は

　

各
振
興
局
市
民
福
祉
課

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
生
活
援

護
係
☎
24

7
0
3
1（
児
童

扶
養
手
当
）、
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
☎
24

7
0
3
3

（
児
童
扶
養
手
当
以
外
）

児
童
扶
養
手
当
・
重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当

手
当
の
現
況
届
・
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当

　

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
共
に
で
き
な
い
18

歳
未
満
の
児
童（
20
歳
未
満
で
心

身
に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
児

童
を
含
む
）を
養
育
し
て
い
る
父

も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神

に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
前
述
2
手
当
は
児
童
が
福
祉
施

　

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
対

　

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

日
常
生
活
で
常
時
の
介
護
を
必

要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
方

で
す
。

特
別
障
害
者
手
当

　

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護

が
必
要
な
最
重
度
の
障
害
者
で
20

歳
以
上
の
在
宅
の
方
で
す
。

重
度
心
身
障
害
者（
児
）介
護
手
当

　

65
歳
未
満
の
重
度
障
害
者
を
在

宅
で
介
護
し
て
お
り
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
・
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
で
す
。

※
施
設
に
入
所
ま
た
は
長
期
入
院

　
（
児
童
は
除
く
）し
て
い
る
方
は

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
対
象
と

　

な
る
に
は
障
害
の
程
度
、
所
得

　

制
限
等
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

もったいない川柳応募作品紹介（一般の部、氏名またはペンネーム･敬称略）
苦
労
し
て
母
が
つ
く
れ
し
こ
の

着
物
捨
て
る
に
忍
び
ず
勿
体
な

い 

（
太
田
は
る
ゑ
）

必
要
か
ど
う
か
を
考
え
買
う
ク

セ
を 

（
エ
コ
で
エ
エ
子
）

あ
き
が
来
た
浪
費
の
海
に
も
う

誰
も 

（
左
と
つ
ぜ
ん
）

戦
中
派「
も
っ
た
い
な
い
」で
生

き
て
き
た 

（
一
起
）

自
己
管
理
賞
味
期
限
に
頼
ら
な

い 

（
十
六
夜
）

妻
も
ら
い
孫
は
こ
と
わ
る
レ
ジ

袋 

（
愛
賽
家
）

も
っ
た
い
な
い
集
め
て
み
た
ら

幸
せ
に 

（
奥
田
雅
信
）

も
っ
た
い
な
い
世
界
を
飛
ぶ
あ

の
言
葉 

（
尾
﨑
米
子
）

電
気
代
も
っ
た
い
な
い
が
安
く

す
る 

（
小
田
道
夫
）

削
減
で
ス
ッ
キ
リ
と
す
る
身
の

回
り 

（
小
田
中
準
一
）

エ
コ
と
エ
ゴ
一
字
違
い
で
大
違

い 

（
小
野　

皇
）

父
の
着
る
ジ
ャ
ー
ジ
の
胸
に
子

の
名
前 

（
梶
政
幸
）

老
人
の
も
っ
た
い
な
い
が
口
ぐ

せ
に 

（
数
森
ち
え
の
）

も
っ
た
い
な
い
人
の
気
持
ち
で

か
わ
る
も
の 

（
数
森
好
章
）

流
行
に
な
ら
な
い
か
な
あ
ア
ッ

プ
リ
ケ 

（
門
脇
か
ず
お
）

勿
体
な
い
飛
び
交
う
家
族
平
和

だ
よ 

（
花
園
桃
子
）

ク
ー
ラ
ー
を
止
め
て
妻
の
香
そ

よ
ぐ
夜 

（
チ
ュ
ン
子
す
ず
め
）

団だ
ん

欒ら
ん

で
心
も
和
ご
む
も
っ
た
い

な
い 

（
井
狩
ふ
さ
子
）

何
も
せ
ず
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る

定
年
後 

（
池
田
功
）

薪
炊
き
の
御
飯
が
旨
し
長
寿
か

な 

（
石
井
八
千
代
）

使
い
捨
て
バ
ブ
ル
時
代
の
流
行

も
の 

（
g
o
o
d 

o
n
e
）

エ
コ
意
識
地
球
の
た
め
に
高
め

よ
う 

（
り
ょ
う
ち
ゃ
ん
マ
マ
）

「
も
っ
た
い
な
い
…
」母
の
口
癖

受
け
継
い
だ
？ 

（
伊
藤
克
明
）

考
え
て
！
ア
イ
デ
ア
次
第
で
甦

る 

（
黄
く
ま
）

雑
巾
に
化
け
た
夫
の
三
つ
揃

い 

（
上
野
翠
）

ケ
チ
と
エ
コ
う
ま
く
仕
分
け
る

妻
の
知
恵 

（
上
野
天
井
）

節
約
の
合
言
葉
で
す
も
っ
た
い

な
い 

（
あ
ー
さ
ま
ま
）

風
呂
敷
で
ス
カ
ー
フ
･
ひ
ざ
掛

け
マ
イ
バ
ッ
グ （
梅
山
す
み
江
）

同
じ
服
十
枚
あ
る
と
着
回
し

し 

（
ガ
ビ
ー
ン
）

合
言
葉
も
っ
た
い
な
い
が
夜
を

救
う 

（
大
石
敏
和
）

賞
味
期
限
覚
悟
の
上
な
ら
消
費

期
限 

（
大
植
勝
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
対
象
者

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
・
重
度
心
身
障
害
者（
児
）介

護
手
当
の
対
象
者
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）税
は
、

加
入
者
の
医
療
費
や
後
期
高
齢
者

の
医
療
費
を
現
役
世
代
か
ら
支
援

す
る
費
用
、
お
よ
び
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
・
介
護
予
防
事
業
の
費
用

に
充
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
国
保
税
率
の
設

定
に
当
た
り
、
本
年
度
の
医
療
費

の
伸
び
を
4
・
0
％
と
見
込
み
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
1
人
当
た

り
の
国
保
税
賦
課
額
は
、
対
前

年
比
21
・
1
％
の
増
と
な
り
ま

す
が
、
前
年
度
繰
越
金
の
う
ち

1
億
2
2
0
0
万
円
を
国
保
税
軽

減
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
財
政

調
整
基
金
を
1
億
円
取
り
崩
す
こ

と
で
、
1
人
当
た
り
国
保
税
賦
課

額
は
前
年
に
比
べ
9
・
8
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
税
は
①
医
療
保
険
分（
医

療
分
）②
後
期
高
齢
者
等
支
援
金

分（
支
援
金
分
）③
介
護
納
付
金

分（
介
護
分
。
40
歳
以
上
65
歳
未

満
の
方
が
対
象
）の
三
つ
の
区
分

の
合
計
額
が
、

そ
の
世
帯
の

国
保
税
額
と

な
り
ま
す
。

　

各
課
税
区

分
の
税
額
は
、

世
帯
加
入
者

の
所
得
、
固
定
資
産
、
人
数
な
ど

の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

税
率
等
で
算
出
し
ま
す
。

《平成28年度の課税区分ごとの税率》

《前年所得と軽減割合》

い
た
額
を
国
保
税
と
し
て
負
担
し

ま
す
。

③
介
護
分（
国
が
定
め
る
介
護
費

用
の
額
か
ら
算
定
）

　

介
護
納
付
金
の
額
か
ら
、
国
・

県
補
助
金
等
を
差
し
引
い
た
額
を

国
保
税
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

①
医
療
分（
1
年
間
に
予
想
さ
れ

る
医
療
費
の
総
額
か
ら
算
定
）

　

国
保
が
負
担
す
る
医
療
費
な
ど

か
ら
、
国
・
県
補
助
金
等
を
差
し

引
い
た
額
を
国
保
税
と
し
て
負
担

し
ま
す
。

②
支
援
金
分（
国
が
定
め
る
後
期

高
齢
者
医
療
費
の
額
か
ら
算

定
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
約
4
割

を
医
療
保
険
者
が
負
担
し
合
い
ま

す
。
国
保
が
負
担
す
る
支
援
金
額

か
ら
国
・
県
補
助
金
等
を
差
し
引

１
世
帯
当
た
り
の

　
　

国
保
税
額
の
決
ま
り
方

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

国
保
税
の
軽
減
・
減
免
制
度

　

世
帯
主
が
国
保
加
入
者
で
な
く

て
も
、
世
帯
内
に
国
保
加
入
者
が

い
れ
ば
、
世
帯
主
が
納
税
義
務
者

と
な
り
ま
す
。

▼
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減

　

前
年
の
所
得
金
額
に
よ
り
、
次

の
よ
う
な
世
帯
は
、
均
等
割
額
お

よ
び
平
等
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。

な
お
、
5
割
軽
減
と
2
割
軽
減
の

判
定
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移

　

行
に
伴
う
激
変
緩
和
措
置

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移

行
に
伴
っ
て
、
同
じ
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
の
国
保
税
が
過
大
と

な
ら
な
い
よ
う
、
次
の
措
置
を
講

じ
ま
す
。

▽
国
保
税
の
軽
減
判
定

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
世
帯
の

国
保
被
保
険
者
が
減
少
し
て
も
、

従
前
ど
お
り
後
期
高
齢
者
の
所
得

お
よ
び
人
数
も
含
め
て
軽
減
判
定

を
行
い
ま
す
。

▽
平
等
割
の
軽
減

　

国
保
か
ら
移
行
し
た
後
期
高
齢

者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
国
保

単
身
世
帯
に
つ
い
て
、
医
療
分
と

支
援
金
分
の
平
等
割
を
、
移
行
し

た
月
か
ら
5
年
間
は
2
分
の
1
、

そ
の
後
3
年
間
は
4
分
の
1
を
減

額
し
ま
す
。

▼
非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽

減（
離
職
し
た
月
の
翌
年
度
末

分
ま
で
）

　

解
雇
や
倒
産
な
ど
で
、
非
自
発

的
な
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
国

保
加
入
者
に
つ
い
て
、
国
保
税
算

定
に
用
い
る
前
年
所
得
の
う
ち
、

給
与
所
得
を
1
0
0
分
の
30
に
減

額
し
て
計
算
し
ま
す
。
詳
細
は
、

課税区分 医療分 支援金分 介護分

所得割（所得） 7.76％ 0.87％ 2.29％

資産割（固定資産税） 24.66％ 2.81％ 9.83％

均等割（被保険者数） 29,900円 3,700円 11,400円

平等割（１世帯につき） 23,500円 2,900円 6,000円

賦課限度額 540,000円 190,000円 160,000円

平
成
28
年
度 

国
保
税
の
税
率
等
決
定

国
保
税
賦
課
額
は
前
年
に
比
べ
9
・
8
％
増

区分 現行 改正後

７割軽減 33 万円 現行どおり

５割軽減
33 万円＋ 26 万円×
被保険者数

33 万円＋ 26.5 万円
×被保険者数

２割軽減
33 万円＋ 47 万円×
被保険者数

33 万円＋ 48 万円×
被保険者数

国保税

＝

①医療分

＋

②支援金分

＋

③介護分

軽
減
制
度
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市
民
課
国
保
医
療
係
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い（
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
）。

▼
災
害
・
廃
業
・
生
活
困
窮
世
帯

　

に
対
す
る
減
免

　

災
害
・
廃
業
・
生
活
困
窮
な
ど

で
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
程
度
に
応

じ
て
国
保
税
の
一
部
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

税
務
課
市
民
税
係
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▼
被
用
者
保
険
等
の
被
扶
養
者
が

　

国
保
被
保
険
者
と
な
っ
た
こ
と

　

に
よ
る
減
免（
当
分
の
間
）

　

75
歳
に
な
る
方
が
、
被
用
者
保

険
な
ど
の
被
保
険
者（
本
人
）か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
、

そ
の
被
扶
養
者
が
国
保
に
加
入
し

た
場
合
、
所
得
割
・
資
産
割
が
免

除
さ
れ
、
均
等
割
と
平
等
割
が
2

分
の
1
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
細

は
、
市
民
課
国
保
医
療
係
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い（
申
請
書
の

提
出
が
必

要
で
す
）。

　

特
別
な
事
情
も
な
く
国
保
税
を

長
い
間
滞
納
す
る
と
、
被
保
険
者

証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、
代
わ

り
に「
被
保
険
者
資
格
者
証
」を
交

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す（
た
だ

し
、
高
校
生
以
下
の
加
入
者
に
つ

い
て
は
6
カ
月
の
短
期
保
険
証

を
交
付
し
ま
す
）。
こ
の
場
合
は
、

医
療
費
を
一
度
、
全
額
自
己
負
担

し
て
い
た
だ
き
、
後
で
保
険
給
付

分
を
申
請
で
支
給
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

経
済
的
な
事
情
に
よ
り
納
付
が

困
難
な
方
は
、
早
め
に
税
務
課
収

税
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》

・
申
告
・
課
税
…
税
務
課
市
民
税

　

係
☎
21

9
0
4
5

・
納
税
方
法
…
税
務
課
収
税
係

　

☎
23

1
1
1
8

・
医
療
・
給
付
…
市
民
課
国
保
医

　

療
係
☎
21

9
0
6
1

減
免
制
度

国
保
税
を
長
い
間
滞
納
す
る
と

償却資産の申告
済んどんなるか？

償
却
資
産
の
例

　固定資産税は、土地や家屋だけで
はなく、償却資産（事業用の資産）も課税の対象
です。
　申告書を提出していない方、修正申告が必要
な方は早急に申告書を提出してください。

Ｑ　償却資産とは何ですか？
Ａ　会社や個人が事業を営むために所有してい
る機械・器具・備品などの固定資産のことです。
土地・家屋と同じく固定資産税が課税されます。

Ｑ　償却資産の申告は必要ですか？
Ａ　償却資産を所有している方には、地方税法
の規定により、毎年１月１日現在の償却資産
の所有状況を資産が所在する市町村に申告す

る義務があります。申告は資産の多少にかか
わらず必要です。また、該当資産がない場合
も申告をお願いします。

Ｑ　対象となる償却資産は何ですか？
Ａ　原則として、決算時に減価償却資産として
計上されたものは全て償却資産の申告対象で
す。ただし、構築物のうち｢家屋｣として固定
資産税の対象となるもの、自動車税・軽自動
車税の対象となる車両は、申告の対象にはな
りません。

※償却資産の詳細や申告書の記載方法、PDF形
式による申告書および明細書は、市ホームペ
ージからダウンロードできます。

※申告書・明細書は税務課および各振興局市民
福祉課にあります。

《提出・問合せ》税務課☎21̶9046または各振興
局市民福祉課

飲食店
厨房設備、カラオケセットなど

工場
各種製造設備、受変電設備など

ホテル・旅館
客室備品、洗濯設備など

小売店
商品陳列ケース、冷蔵庫など

農業・漁業

建設業
パワーショベル、ポータブル発電機など

理容業・美容業
理・美容椅子、洗面設備など

医院
ベッド、手術台、X線装置など

ガソリンスタンド
オイルチェンジャー、洗車機など
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介
護
保
険
料
の
減
免
に
は「
申
請
」が
必
要
で
す

　

保
険
料
段
階
が
第
1
段
階（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）か
ら
第

3
段
階
の
方
で
、
次
の
全
て
の
要

件
に
該
当
す
る
方

▽
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

に
、
住
ま
い
、
食
事
の
提
供
、

公
共
料
金
の
負
担
を
含
め
金
銭

的
な
援
助
を
受
け
て
お
ら
ず
、

市
民
税
課
税
上
、
ま
た
は
公
的

医
療
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ

て
い
な
い
こ

と
▽
資
産
な
ど
を

活
用
し
て
も

な
お
生
活
が

困
窮
し
て
い

る
と
認
め
ら

　

に
重
大
な
障
害
を
受
け
た
、
も

　

し
く
は
長
期
間
入
院
し
た
こ
と

　

で
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
。

▽
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

　

す
る
方
の
収
入
が
、
失
業
な
ど

　

で
著
し
く
減
少
し
た
。

▽
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

　

す
る
方
の
収
入
が
、
農
作
物
の

　

不
作
な
ど
で
著
し
く
減
少
し
た
。

②
無
年
金
外
国
籍
高
齢
者
福
祉
給

　

付
金
を
受
給
し
て
い
る
。

③
刑
事
施
設
、
労
役
場
、
そ
の
他

　

こ
れ
に
準
ず
る
施
設
に
1
カ
月

　

以
上
拘
禁
さ
れ
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
な
ど
に
入
所
中

（
ま
た
は
短
期
入
所
利
用
）の
方
で
、

次
の
方
は
、
食
費
と
居
住
費（
滞

在
費
）を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▽
世
帯
の
全
員（
世
帯
分
離
し
て

　

い
る
配
偶
者
を
含
む
）が
市
民

　

税
非
課
税

▽
一
定
額
以
上
の
預
貯
金
を
持
た

　

な
い
方

れ
る
こ
と（
資
産
に
は
預
貯
金
、

土
地
家
屋
、
返
戻
金
の
あ
る
保

険
等
、
有
価
証
券
、
貴
金
属
な

ど
を
含
む
）

▽
前
年
の
収
入
が
、
市
が
定
め
る

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

　

※
収
入
の
要
件
は
問
い
合
わ
せ

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
損

　

害
保
険
な
ど
の
給
付
が
な
い
か
、

　

一
定
額
以
下

▽
災
害
で
住
宅
、
家
財
な
ど
の
財

　

産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
。

▽
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

　

す
る
方
が
、
死
亡
ま
た
は
心
身

　

8
月
か
ら
、
こ

の
制
度
の
利
用
者

負
担
段
階
の
判
定

に
、
非
課
税
年
金

（
遺
族
年
金
・
障

害
年
金
）を
含
め
る
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
利

用
者
負
担
段
階
が
第
2
段
階
で
あ

る
方
の
う
ち
、
非
課
税
年
金
を
一

定
額
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

利
用
者
負
担
段
階
が
第
3
段
階
と

な
り
、
自
己
負
担
額
が
増
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
は
1
号
被
保
険

者
と
し
て
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満

の
医
療
保
険
加
入
者
は
第
2
号
被

保
険
者
と
し
て
、
介
護
保
険
の
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
法
令
で
定
め
る
施

設
に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
人

で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
方

は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
左
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

低
所
得
者
減
免

　

介
護
保
険
の
保
険
料
額
は
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
年
度
ご
と
に
決

定
し
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
の
負
担
が
生
活
の
維
持
に
支
障
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
の
他
、
災
害
や
不
慮
の
事
故
な
ど
に
対
す
る
減
免
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
減
免
に
は「
申
請
」が
必
要
で
す
。
要
件
に
該
当
す
る
場
合

や
制
度
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
減
免
の
可
否
は
、
資
産
調
査
な
ど
に
基
づ
き
、
市
の
基
準
で

決
定
し
ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て
も
適
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》
高
年
介
護
課
☎
24

2
4
0
1そ

の
他
の
減
免

食
費
･
居
住
費（
滞
在
費
）の

負
担
軽
減
の
見
直
し

介
護
保
険
の
適
用
除
外

＜対象施設＞
（介護保険法施行法第11条に規定する適用除外施設）

１　障害者総合支援法に規定する指定障害者支援施設
　※生活介護および施設入所支援を受けている障害者
に限る

２　障害者総合支援法に規定する障害者支援施設
　※身体障害者福祉法または知的障害者福祉法の規定
により生活介護を行う施設に入所している障害者
に限る

３　児童福祉法に規定する医療型障害児入所施設 
４　児童福祉法に規定する厚生労働大臣が指定する医
療機関

５　のぞみの園法に規定する福祉施設 
６　国立および国立以外のハンセン病療養所等
７　生活保護法に規定する救護施設
８　労災特別介護施設
９　障害者総合支援法に規定する指定障害福祉サービ
ス事業者の施設

　※療養介護を行う施設に限る
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STOP! 外来生物
ACTION! 地域の生きものを守ろう

日本の自然環境に悪影響を与える
特定外来生物を
みんなで一丸となり駆除しよう

　日本の自然環境に強い悪影響を及ぼすため、
特定外来生物（※）に指定されている生きものが
豊岡市にもたくさん侵入していることをご存知
ですか？
　植物では、市内に広く生育するオオキンケイ
ギクや神鍋で急激に増えているオオハンゴンソ
ウなど、きれいな花を咲かせてまちを彩ってい
るように見えるものもあります。そのために本
来は駆除しなければならない植物が、その美し
さのために刈り残されたり、庭や畑に植えられ
たりして爆発的に生育地を広げています。
　５月下旬頃、国道312号線沿いに蓼川大橋か
ら下流に数㎞、国道426号線沿いに天神橋～円
山大橋間は、オオキンケイギクで一面が黄色に
染まり、まるでお花畑です。庭や畑に植えてい
る人もあると思います。でも、そんなことをし
たことがある人、しようと思っている人、ちょ
っと待ってください。実は、新たに庭に植えて

しまうと、罰則が課せられる場合があります。
　特定外来生物は、生きたまま他の場所に移動
することや栽培することなどが法律で規制され
ており、飼育、栽培、保管および運搬などを行
うと、個人では「懲役１年以下もしくは100万円
以下の罰金」が課せられる場合があります（種や
卵も生きていれば対象）。そんな厳しい罰則が
あるほど、日本の環境に悪影響を及ぼす生きも
のなのです。
　植物以外では、市内にはヌートリア、アライ
グマ、ソウシチョウ、オオクチバス、ブルーギル、
カダヤシなどが勢力を広げています。
　出石や神鍋では、駆除に取り組む団体が活動
しています。豊岡らしい生態系を維持し、将来
へ引き継いでいくには、みんなが一丸となって
駆除に当たらなければならないと思います。
（コウノトリ市民研究所　理事　菅村定昌）

※特定外来生物　生態系等に係る被害を及ぼし、
または及ぼす恐れがあるものとして、外来生
物法で規定された外来生物。生きているもの
に限られ、卵、種子、器官などを含む。

　生態系を守るための外来生物の駆除活動に
は、市から補助金が支給できる制度がありま
す。駆除方法も含め、ぜひ、相談してください。
《問合せ》コウノトリ共生課☎21‒9017

オオキンケイギク

　

東
霊
園
は
、
せ
せ

ら
ぎ
や
ビ
オ
ト
ー
プ

を
配
置
し
た
緑
あ
ふ

れ
る
霊
苑
で
す
。

　

駐
車
場
か
ら
墓
所

区
画
ま
で
段
差
が
な

く
、
誰
で
も
安
心
し
て
お
参
り
で

き
ま
す
。
墓
所
を
お
探
し
で
し
た

ら
、ぜ
ひ
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
名
称　

市
立
東
霊
苑

▼
場
所　

市
場
4
9
0
番
地
の
2

▼
区
画
面
積　

6
㎡（
間
口
2
m

　

×
奥
行
3
m
）

▼
対
象　

本
市
に
住
所
ま
た
は
本

　

籍
を
有
す
る
方
▽
申
請
者
ま
た

　

は
申
請
者
と
同
一
の
世
帯
に
属

　

す
る
方
が
、
市
立
霊
苑
の
永
代

　

使
用
許
可
を
受
け
て
い
な
い
方

▼
申
込
み　

墓
所
使
用
許
可
申
請

　

書
に
、
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書

　
（
戸
籍
謄
本
）、
住
民
票
の
写
し

　
（
謄
本
）を
添
付
し
て
申
込
み
▽

　

本
市
に
住
所
の
な
い
方
は
、
管

　

理
人
選
任
届
が
必
要
▽
申
請
書

　

等
は
生
活
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
施
設
の
概
要　

墓
所
:
第
1
期

　

工
事
3
2
3
区
画（
平
成
28
年

　

5
月
末
1
1
1
区
画
永
代
使
用

　

許
可
済
）▽
ト
イ
レ
、
水
く
み

　

用
水
栓
あ
り

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
生
活
環
境

　

課
☎
23

5
3
0
4

市
立
東
霊
苑

永
代
使
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

お墓の豆知識
　自分の家の庭や畑等に
勝手にお墓を作ったり、
遺骨をお墓以外の場所に
埋めたりすることは法律
で禁止されています。お
墓を作りたい、移設した
いとお考えの方は、ぜひ、
市立東霊苑を利用してく
ださい。

区分 永代使用料 管理料（年額）

本市に住所を有す
る方 780,000 円 3,000 円

本市内に住所を有
しない方（本籍の
み本市内の方）

936,000 円 3,000 円

※永代使用料とは、永代（子々孫々）にわたり、
区画をお貸しする費用です。許可時に納め
ていただき、以降は不要です。

《使用料等》
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平成 29年度採用　豊岡市職員募集
SPI を導入！ 民間志望の方も受験しやすくなりました !!

申込期間 ８月５日（金）～ 19日（金）

職種 採用予定人員 受　験　資　格
一般事務職Ⅰ
（教養試験枠） ８人程度 平成２年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校を

卒業した人または平成29年３月末までに卒業見込みの人
一般事務職Ⅱ
（ＳＰＩ枠） ９人程度 昭和58年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校を

卒業した人または平成29年３月末までに卒業見込みの人

土木技術職 ４人程度
昭和61年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校に
おいて、この職に必要な専門課程を修めて卒業した人または平成29年３月末
までに卒業見込みの人

保健師 ２人程度 昭和56年４月２日以降に生まれ、保健師の免許を有する人または平成29年３
月末までに同免許を取得見込みの人

保育士
幼稚園教諭 ５人程度

昭和56年４月２日以降に生まれ、保育士資格および幼稚園教諭免許（１種ま
たは２種）を併せて有する人または平成29年３月末までに同資格および同免
許を取得見込みの人

技能職 ２人程度 昭和56年４月２日以降に生まれ、大型自動車免許または中型自動車免許（８
トン限定中型免許は不可）を有する人

消防職 ３人程度

平成３年４月２日以降に生まれ、学校教育法に基づく高等学校以上の学校を
卒業した人または平成29年３月末までに卒業見込みの人で、次の要件を全て
満たす人
①視力が両眼とも1.0以上（矯正視力を含む）であること
②色覚、聴力、言語、運動機能その他身体の機能に消防職としての職務遂行
上支障がないこと

本年度の主な変更点
一般事務職の第1次試験に「SPI3（総合能力試
験）」を導入
▼一般事務職の試験を選択制とし、一般事務職
Ⅰを従来どおり教養試験を実施する「教養試
験枠」、一般事務職ⅡをSPI３を実施する「SPI
枠」とします。

▼一般事務職Ⅰは従来どおり豊岡市内の試験会
場で、一般事務職Ⅱは大阪など全国のテスト
センターで第１次試験を実施します。

※一般事務職Ⅱの第１次試験は、豊岡市内の試
験会場では実施しません。

▼年齢制限の上限を一般事務職Ⅰは26歳、一般
事務職Ⅱは33歳とし、26歳までの方は一般事
務職Ⅰまたは一般事務職Ⅱの選択制とします。
▼一般事務職については、これまで
第１次試験で実施していた作文試
験および適性検査を第２次試験で
実施します。
技能職の資格要件の変更
　「大型自動車免許を有する人」から「大型自動
車免許または中型自動車免許（８トン限定中型
免許は不可）を有する人」に変更します。
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第
１
次
試
験

第
2
次
試
験

申
込
み

一
般
事
務
職
Ⅱ
以
外
の
職
種

▼
日
に
ち　

9
月
18
日（
日
）

▼
場
所　

じ
ば
さ
んT

A
JI 

M
A

（
大
磯
町
）〔
技
能
職
・
消

防
職
の
体
力
検
査
は
市
民
体
育

館
〕

▼
内
容

○
一
般
事
務
職
Ⅰ　

教
養
試
験

○
土
木
技
術
職
、
保
健
師
、
保
育

士
･
幼
稚
園
教
諭　

教
養
試
験
、

作
文
試
験
、
適
性
検
査
、
専
門

試
験

○
技
能
職　

労
務
適
性
検
査
、
作

文
試
験
、
適
性
検
査
、
体
力
検

査
○
消
防
職　

教
養
試
験
、
作
文
試

験
、
適
性
検
査
、
体
力
検
査

一
般
事
務
職
Ⅱ

▼
日
に
ち　

9
月
1
日（
木
）〜
17

日（
土
）の
う
ち
、
受
験
者
が
選

択
す
る
1
日

▼
場
所　

全
国
の
S
P
I
テ
ス
ト

セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

S
P
I
3（
総
合
能
力

試
験
）

▼
日
に
ち

○
一
般
事
務
職
Ⅰ
・
Ⅱ　

10
月
中

旬
○
そ
の
他
の
職
種　

10
月
下
旬

▼
場
所　

豊
岡
市
内（
第
1
次
試

験
合
格
者
に
直
接
通
知
）

▼
内
容

○
一
般
事
務
職
Ⅰ
・
Ⅱ　

集
団
面

接
試
験
、
作
文
試
験
、
適
性
検

査
○
土
木
技
術
職
、
保
健
師
、
技
能

職
、
消
防
職　

個
人
面
接
試
験
、

身
体
検
査
書
の
提
出

○
保
育
士
･
幼
稚
園
教
諭　

実
技

試
験
、
個
人
面
接
試
験
、
身
体

検
査
書
の
提
出

▼
日
に
ち　

11
月
中
旬

▼
場
所　

豊
岡
市
内（
第
2
次
試

験
合
格
者
に
直
接
通
知
）

▼
内
容　

個
人
面
接
試
験
、
身
体

検
査
書
の
提
出

　
必
要
書
類
を
職
員
課（
〒
6

 
6
 8 

8
6
6
6
、中
央
町
2
番
4
号
）

に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
一
般
事
務
職
Ⅱ
は
、
必
要
書

類
の
提
出
以
外
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
間　

8
月
5
日（
金
）〜

　

19
日（
金
）必
着

※
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

　

分
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま

　

す
。

※
試
験
案
内
、
申
込
書
等
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す（
職
員
課
・
各

振
興
局
地
域
振
興
課
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
）。

※
試
験
案
内
等
の
郵
送
を
希
望

す
る
方
は
、
宛
先
を
記
入
し
、

1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒（
角
形
2
号
、
A
4
サ
イ

ズ
の
資
料
が
入
る
も
の
）を
同
封

の
上
、
希
望
職
種
を
明
記
し
て

職
員
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
採
用
予
定
日
は
平
成
29
年
4
月

1
日
で
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
職
員
課

　

☎
23

1
3
2
6

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス shokuin@

　

city.toyooka.lg.jp

第
3
次
試
験

（
一
般
事
務
職
Ⅰ
・
Ⅱ
の
み
）

日
曜
納
税
相
談
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

日
曜
納
税
相
談

　

納
税（
市
税
）の

悩
み
ご
と
を
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
も
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

8
月
28
日（
日
）午
前
10

　

時
〜
午
後
3
時

▼
場
所　

本
庁
舎　

1
階　

税
務

　

課
収
税
係

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
で
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。

▼
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

▼
参
加
申
込
期
間　

8
月
18
日

（
木
）午
後
1
時
〜
9
月
2
日

（
金
）午
後
11
時

▼
競
り
売
り
期
間　

9
月
9
日

（
金
）午
後
1
時
〜
12
日（
月
）午

後
11
時

▼
代
金
納
付
期
限　

9
月
20
日

（
火
）午
後
3
時

▼
公
売
物
件　

絵
画
な
ど
10
点

（
予
定
）

▼
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
参
加
〔
8
月

18
日（
木
）公
開
予
定
〕http://

koubai.auctions.yahoo.

co.jp/hyg_toyooka_city

▼
参
加
資
格　

国
税
徴
収
法
で
規

　

定
さ
れ
る
場
合
な
ど
一
部
の
例

　

外
を
除
き
、
20
歳
以
上
の
方
で

　

あ
れ
ば
、
原
則
、
誰
で
も
参
加

　

で
き
ま
す
※
公
売
保
証
金
の
納

　

付
が
必
要（
公
売
保
証
金
不
要

　

物
件
を
除
く
）

▼
下
見
会　

公
売
物
件
を
実
際
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
下
見
会
を

開
催
し
ま
す
。
落
札
し
た
物
件

は
返
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
事
前
に
よ
く
見
て
公

売
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

8
月
28
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

本
庁
舎　

1
階　

日
曜

納
税
相
談
同
時
開
催

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い（
日

程
な
ど
を
調
整
し
ま
す
）。

▼
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
ヤ
フ
ー
㈱
の
公
売
シ
ス
テ
ム

《
問
合
せ
》
税
務
課　

　

☎
23

1
1
1
8



日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第139回サロンコンサート
　Ｔ-フレンズのギターの弾き語り。曲目は、「夏の思い出」、「い
い日旅立ち」、「糸」　ほか

８/20㊏
11：00～

◆サロンコンサート（10月以
降）の出演者を募集中

「おいで　おいで　観においで！」
　神戸大学児童文化研究会の豊岡公演。人形劇｢おつきさまから
のおともだち｣、児童劇｢くだものだもの｣

８/24㊌
10：30～

◆入場整理券＝豊岡市民プ
ラザ、各子育てセンター、市
民会館、ひぼこホール、図書
館本館・但東分館、城崎・竹
野・日高地区公民館で配布

ＣＯＲＰＵＳダンスプロジェクトfromカナダ『ひつじ』豊岡公演
とワークショップ
①公演　世界各地で大人気を博したカナダのC

コ ー パ ス

ORPUSによる
『ひつじ』。メンバーがひつじをリアルに演じる。　
②ワークショップ　歩き方や座り方など、ひつじの振る舞いを
実体験

①９/22㊍㊗
11：00～、
14：00～
②24㊏
10：00～

対②公演チケットを購入し
た、６～10歳の子どもと保護
者（要申込）
￥①一般500円、親子ペア
600円、子ども100円

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

『Kinosakinomatopee キノサキノマトペ』公開稽古＆ロラン・
コロン｢声｣のワークショップ
　８月12日㊎、13日㊏に豊岡で世界初演される『キノサキノマト
ペ』の公開稽古と、音声学の教授でもあるロランさんが講師を務
める｢声｣のワークショップ

８/８㊊
14：00～
16：00

申８/７㊐までに①代表者氏
名②人数③連絡先を連絡
定16人
対小学生以上
◆一時保育＝８/１㊊までに
電話

トマ・キヤルデ作・演出『M
モ ン タ ー ニ ュ
ONTAGNE/山』豊岡公演

　フランス人演出家トマ・キヤルデさんが神鍋高原や植村直己
らをリサーチし、豊岡に滞在して創り上げる｢山｣をテーマにし
た演劇作品。子どもから大人まで楽しめる二人芝居で、豊岡で
世界初演後、東京で上演
　８月27日㊏には植村直己冒険館でのミニパフォーマンス、
９月にはトマさんによる演劇ワークショップを開催。詳細
は問い合わせ

９/10㊏
19：00～
11㊐
14：00～

￥一般2,000円、学生・シニ
ア1,500円、高校生以下1,000
円※全席自由・整理番号付
き※未就学児は入場不可
申①代表者氏名②券種③枚
数④連絡先を連絡
◆一時保育＝９/２㊎までに
電話

Toyooka Art Season 2016（豊岡アートシーズン2016）は、豊岡の文化施設を中心としたアートの
お祭りです。７～11月の期間中、全34ものイベントが、豊岡の新たな魅力を発信します。
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③
④
後
日
連
絡
◆
講
師
＝
山
名
氏

城
跡
保
存
会
会
長
・
西
尾
孝
昌
さ

ん
対
健
脚
な
方（
急
な
山
道
を
登

り
ま
す
）定
50
人（
全
4
回
参
加
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）￥

4
0
0
円（
資
料
代
）申
8
月
12
日

㊎
ま
で
に
問
に
電
話
問
文
化
財
室

☎
21
–
9
0
1
2

が
っ
せ
ぇ
ア
ー
ト
5
人
展

日
8
月
21
日
㊐
〜
28
日
㊐
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
※
28
日
は
午
後
3

時
ま
で
所
豊
岡
稽
古
堂
1
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
知
的
・
精
神
障
害

の
あ
る
方
が
制
作
し
た
作
品
の
展

示
会「
が
っ
せ
ぇ
ア
ー
ト
展
」出
展

者
か
ら
5
人
を
選
ん
で
展
示
◆
作

者
＝
今
田
清
志
さ
ん
、
中
西
裕
次

さ
ん
、
樋
口
治
樹
さ
ん
、
福
田
藤

男
さ
ん
、
宮
本
貴
則
さ
ん
問
が
っ

せ
ぇ
ア
ー
ト
☎
0
7
9
–
6
6
2

–
7
3
9
0
ま
た
は
社
会
福
祉
課

☎
24
–
7
0
3
3

こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
記
念
試
合

日
8
月
24
日
㊌
午
後
1
時
〜
所
豊

岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー「
こ

う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
」内
但
馬

初
開
催
の「N

O
M
O

ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
」対「
関
西
学
院
大
学
硬

式
野
球
部
」の
記
念
試
合
問
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
☎
21
–
9
0
2
3

和
紙
を
剪き

り
出
す
絵
画
展

日
〜
9
月
25
日
㊐
午
前
9
時
〜
午

後
5
時
所
県
立
円
山
川
公
苑
美
術

館
内「
坂
田
陽
一
の
緻
密
な
技
法

と
日
本
の
伝
統
美
」と
題
し
、剪せ
ん

画が

家
・
坂
田
陽
一
さ
ん
の
作
品
1
　4

　4
点
を
展
示
問
県
立
円
山
川
公
苑

美
術
館
☎
28
–
3
0
8
5
Ｆ
28
–

3
0
8
7

但
馬
ド
ー
ム

サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

日
8
月
1
日
㊊
〜
31
日
㊌
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
所
全
但
バ
ス
但
馬

ド
ー
ム
内
地
域
の
公
共
交
通
を
支

え
る
全
但
バス
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル

等
を
展
示
問
県
立
但
馬
ド
ー
ム
☎

45
–
1
9
0
0
Ｆ
45
–
1
9
0
1

多
文
化
共
生
セ
ミ
ナ
ーPart

2

日
9
月
3
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市

民
活
動
室
A
・
B
内
外
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
子
ど
も
の
背
景
や
現
状

を
理
解
し
、
支
援
の
方
法
等
を
共

有
す
る
申
8
月
22
日
㊊
ま
で
に
問

に
連
絡
問
に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い
う

え
お
☎
Ｆ
20
–
4
0
3
7

催
し

歴
史
文
化
遺
産
講
演
会
・
ウ
ォ

ー
ク「
豊
岡
の
山
城
を
探
る
」

日
・
内
①
9
月
10
日
㊏
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
・
講
演
会「
豊
岡
の

二
大
城
」②
10
月
15
日
㊏
午
前
9

時
〜
午
後
1
時
・
見
学
会「
加
陽

城
・
千
眼
時
城
」③
11
月
12
日
㊏

午
前
9
時
〜
正
午
・
見
学
会「
進し
ん

美め
い

寺じ

城
」④
12
月
3
日
㊏
午
前
9

時
〜
午
後
2
時
・
見
学
会「
桂
ノ

城
・
簸ひ

磯の
そ

城
」◆
集
合
場
所
＝
①

日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
②

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

78 89

7 8 89

第
69
回
朝
日
レ
ガ
ッ
タ

（
5
月
3
日
、
大
津
市
）

■
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
優
勝

▽
四し

角か
く

友
昭
・
芳
賀
来ら
い

夢む（
城
崎

中
学
校
3
年
）

第
69
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
予
選

○
兵
庫
県
予
選（
5
月
7
日
〜
6

月
5
日
）

■
優
勝

▽
藤
本
巧
太（
育
英
高
校
3
年
、

日
高
町
鶴
岡
）

　
兵
庫
県
最
優
秀
選
手
賞
を
獲
得
。

　
6
月
24
〜
26
日
に
滋
賀
県
で
行

わ
れ
る
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
7

月
30
〜
8
月
5
日
に
広
島
で
行
わ

れ
る
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
ま
す
。

　
34
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
京
都
府
予
選（
5
月
14
日
〜
6

月
4
日
）

■
3
位

▽
藤
原
竜
樹（
福
知
山
成
美
高
校

3
年
、
日
高
町
岩
中
）

　
6
月
24
〜
26
日
に
滋
賀
県
で
行

わ
れ
る
近
畿
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
し
ま
す
。

関
西
選
手
権
競
漕
大
会

（
6
月
18
日
、
大
津
市
）

■
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
2
位

▽
四
角
友
昭
・
芳
賀
来
夢（
城
崎

中
学
校
3
年
）

■
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
　
3
位

▽
岩
本
聖せ
い

翔と

・
垣
谷
駿と
し

郎ろ
う（
城
崎

中
学
校
3
年
）・
谷
垣
直
人
・

八
ッ
橋
颯
・
結
城
颯そ
う

大だ
い（
城
崎

中
学
校
2
年
）
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プ
ー
ル
で
あ
そ
ぼ
う
☆

日
8
月
25
日
㊍
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
※
雨
天
中
止
所
チ
ャ

イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
対
2
、
3

歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
定
15
組

持
水
着
・
水
泳
帽
・
バ
ス
タ
オ

ル
・
サ
ン
ダ
ル
申
7
月
29
日
㊎
〜

8
月
10
日
㊌
に
問
に
電
話
問
チ
ャ

イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
☎
29
–
3 

9
0
0

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
8
月
6
日
㊏
、
7
日
㊐
、
28
日

㊐
午
後
1
時
〜
3
時
所
県
立
但

馬
技
術
大
学
校
内
建
築
工
学
科
：

C
A
D
▽
自
動
車
工
学
科
：
自
動

車
基
本
点
検
整
備
▽
機
械
工
学
科

（
仮
称
）：
三
次
元
C
A
D
・
Ｎ
Ｃ

加
工
▽
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科（
仮

称
）：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
申
参

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
▽

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
の

上
、
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
・
送
信
問

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
学
生
募
集

事
務
局
☎
24
–
2
2
3
3
Ｆ
24
–

0
8
7
5
Ｈ
あ
り

豊
岡
室
内
合
奏
団
演
奏
会

日
8
月
20
日
㊏
午
後
2
時
〜
4
時

所
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル
内
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
生
演
奏
◆
演
奏
曲
目
＝
モ
ー

ツ
ア
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
23

番
、
交
響
曲
第
40
番
な
ど
問
豊
岡

室
内
合
奏
団
☎
52
–
4
4
9
7

豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊

夏
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

日
8
月
27
日
㊏
午
後
5
時
〜
所
市

役
所
市
民
広
場（
雨
天
時
は
豊
岡

稽
古
堂
）内
合
唱
、吹
奏
楽
、弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
合
同
演
奏
問
事

務
局
・
磯
さ
ん
☎
22
–
6
8
8
6

木
の
お
も
ち
ゃ
展
Ⅱ

日
〜
8
月
19
日
㊎
所
木
の
殿
堂

（
香
美
町
）内
新
温
泉
町
在
住
の
寺

谷
建
明
さ
ん
が
作
り
上
げ
た
木
の

お
も
ち
ゃ
の
展
示
問
木
の
殿
堂
☎

96
–
1
3
8
8

大
学
通
信
教
育

秋
期
合
同
入
学
説
明
会

日
8
月
28
日
㊐
午
前
11
時
〜
午
後

4
時
所
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
タ
ワ
ー

ウ
エ
ス
ト
10
階（
大
阪
市
）内
大
学

の
講
義
内
容
・
学
習
方
法
・
受
講

手
続
き
等
の
相
談
対
大
学
通
信
教

育
を
行
う
大
学
、大
学
院
、短
期
大

学
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
方
問
私

立
大
学
通
信
教
育
協
会
☎
03
–

3
8
1
8
–
3
8
7
0
Ｈ
あ
り

募
集

「
谷　

五
郎
と
行
く
縁
結
び
バ
ス

ツ
ア
ー
in
豊
岡
」男
性
参
加
者

日
9
月
11
日
㊐
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
6
時
所
神
鍋
高
原
、
城
崎
温

泉
な
ど
※
午
前
8
時
30
分
に
市
役

所
本
庁
舎
集
合
内
神
鍋
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
ラ
ン
チ
・
城
崎
温
泉
散
策

な
ど
を
通
じ
て
、
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
谷　

五
郎
さ
ん

が
、
神
戸
か
ら
や
っ
て
く
る
女

性
た
ち
と
縁
結
び
対
本
市
在
住

ま
た
は
在
勤
の
独
身
男
性
定
30

人（
参
加
決
定
は
後
日
連
絡
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）￥
4
千

円
申
8
月
29
日
㊊
ま
で
に
、住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、携
帯
番
号
、メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、勤
務
先（
本
市
外

在
住
の
方
の
み
）を
問
に
連
絡
◆

共
催
＝
ラ
ジ
オ
関
西
他
放
送
ロ
ケ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
問
ハ
ー
ト
リ
ー

フ
戦
略
室
☎
21
–
9
1
0
0
Ｆ
24

–
4
5
6
7
Ｍheartreef@

city.
toyooka.lg.jp

モ
ン
ゴ
ル
国
中
学
生

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭

対
2
人
以
上
の
モ
ン
ゴ
ル
国
中
学

生
ま
た
は
引
率
者
を
9
月
30
日
㊎

夕
方
か
ら
10
月
3
日
㊊
朝
ま
で
受

入
れ
で
き
る
家
庭
定
4
家
庭（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
調
整
）申
8

月
15
日
㊊
ま
で
に
問
に
電
話
他
食

費
な
ど
若
干
の
助
成
あ
り
問
日

本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
☎
56

–
1
0
0
0

但
馬
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
エ
ン
ト
リ
ー

日
11
月
6
日
㊐
①
展
示
部
門
：
午

前
11
時
〜
午
後
5
時
②
ス
テ
ー
ジ

部
門
：
午
後
2
時
〜
5
時
※
事
前

自衛官募集
募集種目 対象 申込期限 試験日（一次）

一般曹候補生

18歳以上27歳未満
９月８日㊍

９月17日㊏

自衛官
候補生

女子 ９月23日㊎～27日㊋
のうちの１日

男子 随時 受付時にお知らせ

航空学生 高卒（見込みを含
む）21歳未満 ９月８日㊍ ９月22日㊍

問自衛隊兵庫地方協力本部豊岡出張所☎22-3978
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平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
休

憩
1
時
間
、㊏
㊐
㊗
は
休
み
）内
か

ば
ん
の
縫
製
技
術
訓
練
40
日
間
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
15
日
間
対
豊

岡
で
か
ば
ん
作
り
に
従
事
し
た
い

方（
経
験
不
問
）◆
給
与
＝
時
給

8
0
0
円
、通
勤
手
当
1
万
円（
上

限
）※
別
途
駐
車
場
手
当
2
千
円

申
8
月
12
日
㊎
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
紹
介
状
、
履
歴
書（
写
真
付

き
）を
問
に
提
出
問
豊
岡
市
鞄
縫

製
者
育
成
組
合
☎
26
–
7
3
0
0

第
19
代
豊
岡
・
り
く
娘

対
8
月
1
日
現
在
で
、
満
19
歳
以

上
30
歳
未
満
で
、
但
馬
内
に
在
住

ま
た
は
在
勤
の
未
婚
女
性
※「
第

19
回
大
石
り
く
ま
つ
り
」に『
豊

岡
・
り
く
娘
』と
し
て
出
演
、
豊

岡
を
Ｐ
Ｒ
す
る
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
観
光
行
事
に
協
力
で
き
る
方

◆
選
考
方
法
＝
面
接（
日
程
は
別

途
通
知
）申
8
月
31
日
㊌
ま
で
に
、

豊
岡
観
光
協
会
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
に
写
真（
全
身
ま
た
は
上
半

身
）1
枚
を
添
え
て
問
に
提
出
他

任
期
は
、
次
回「
大
石
り
く
ま
つ

り
」開
催
ま
で
の
1
年
間
。
選
考

さ
れ
た
方
に
は
豪
華
副
賞
あ
り

問
大
石
り
く
ま
つ
り
実
行
委
員

会（
豊
岡
観
光
協
会
内
）☎
22
–

8
1
1
1

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
36
回
イ
ベ
ン
ト『
恋
の
秘
密
基

地
♥
〜ajito

〜
』

日
8
月
20
日
㊏
午
後
6
時
〜
9
時

◆
集
合
＝
男
性
：
午
後
4
時
15
分
、

女
性
：
午
後
5
時
45
分
所
豊
岡
劇

場（
元
町
）内
ア
ジ
ト
的
な
空
間
で

cafe

×bar
を
楽
し
む
対
20
〜
40

歳
の
独
身
男
女
※
男
性
は
本
市
在

住
ま
た
は
在
勤
定
男
女
各
12
人
￥

男
性
4
千
円
、
女
性
2
千
円

男
性
限
定
恋
愛
力
Ｕ
Ｐ
講
座「
ラ

ヴlesson

1
・
2
・
3
♪
」

日
8
月
20
日
㊏
午
後
4
時
15
分
〜

内
恋
の
伝
え
上
手
、
聞
き
上
手
&

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル
術
対
本

市
在
住
ま
た
は
在
勤
の
20
〜
40
歳

の
独
身
男
性【
共
通
事
項
】申
8
月

15
日
㊊
ま
で
に
参
加
イ
ベ
ン
ト

名
、氏
名
、携
帯
電
話
番
号
、住
所
、

生
年
月
日
を
問
に
連
絡
問
豊
岡
市

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
23
–
2
5
7
3
Ｍheart-p@

toyooka-w
el.jp

Ｈ
あ
り

み
か
た
の
森
こ
ど
も
園
職
員

◆
募
集
職
種
＝
正
規
・
非
常
勤
保

育
教
諭
◆
募
集
人
数
＝
若
干
名
対

保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許

を
有
す
る
方（
見
込
み
可
）◆
選
考

日
＝
9
月
25
日
㊐
◆
選
考
場
所
＝

み
か
た
の
森
こ
ど
も
園
◆
採
用
予

定
日
＝
平
成
29
年
4
月
1
日
申
8

月
31
日
㊌
ま
で
に
、
履
歴
書
に
写

真
を
添
え
て
問
に
提
出
問
み
か
た

の
森
こ
ど
も
園
☎
44
–
0
6
1
0

の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
作
品

対
県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

◆
募
集
作
品
＝
人
権
文
化
の
創
造

や
人
権
課
題
の
解
決
の
内
容
が
描

か
れ
た
未
発
表
・
未
投
稿
の
文
芸

作
品〔
小
説
、
随
想（
手
記
・
作

文
）、
詩
、
創
作
童
話
〕※
字
数
制

限
あ
り
申
9
月
10
日
㊏
ま
で
に
問

に
提
出
問
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

☎
0
7
8
–
2
4
2
–
5
3
5
5

打
ち
合
わ
せ
、
リ
ハ
ー
サ
ル
あ
り

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と
ス
テ

ー
ジ
・
交
流
サ
ロ
ン
内
①
美
術
・
書

道
・
写
真
・
手
芸
・
科
学
な
ど
対

但
馬
地
域
の
高
校
文
化
部
◆
持
ち

時
間
＝
②
音
楽
：
10
〜
20
分
▽
演

劇
・
放
送
：
30
〜
40
分
▽
他
ジ
ャ

ン
ル
：
5
〜
10
分
程
度
申
10
月
1

日
㊏
ま
で
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

を
問
に
提
出
他
応
募
多
数
の
場
合

は
選
考
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
☎
24

–
3
0
0
0
Ｆ
24
–
3
0
0
4
Ｍ

info@
platz-npo.com

鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
第
10
期
受
講
生

日
9
月
1
日
㊍
〜
11
月
24
日
㊍
の

（看護）小規模多機能型居宅
介護事業所の募集

◆事業所数　１事業所（登録定員29人）
◆整備圏域　城崎・竹野・但東圏域のいず

れか
◆補助金　事業所整備分：3,200万円（上限）
　　　　　開設準備分：558万９千円（上限）
対法人格を有し次の条件に該当する事業者
　①介護保険法第78条の２第４項に該当し
ない等

　②平成29年３月31日までに整備に着手（着
工）し、平成30年３月31日までに介護保
険法に基づく事業者指定を受けること
ができる

申８月１日㊊～９月９日㊎に問に必要書類
を提出

他詳細は、募集要項または市ホームページ
で確認

問高年介護課☎24-2401
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干
名
④
薬
剤
師
・
若
干
名
⑤
病
院

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
員
Ⅰ（
事
務
職

員
：
新
卒
）・
1
人
⑥
病
院
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
職
員
Ⅱ（
事
務
職
員
：

経
験
者
）・
若
干
名
◆
試
験
日
＝

①
②
8
月
28
日
㊐
③
④
9
月
4
日

㊐
⑤
8
月
21
日
㊐
⑥
書
類
選
考
通

過
者
に
連
絡
◆
採
用
予
定
日
＝
平

成
29
年
4
月
1
日
申
①
②
⑥
8
月

19
日
㊎
ま
で
に
③
④
8
月
26
日
㊎

ま
で
に
⑤
8
月
10
日
㊌
ま
で
に
、

所
定
の
様
式
に
必
要
書
類
を
添
え

て
問
に
提
出
他
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
問
公
立
豊
岡
病
院
組

合
統
轄
管
理
事
務
所
人
事
課
☎
22

6
1
1
1
Ｈ
あ
り

海
上
保
安
大
学
校
学
生

対
4
月
1
日
時
点
で
高
校
ま
た
は

但
馬
文
学
の
つ
ど
い
作
品

対
①
短
詩
型
文
学
グ
ル
ー
プ
員
お

よ
び
同
文
学
に
関
心
の
あ
る
人
②

但
馬
地
域
等
の
小
学
校
の
児
童
、

中
学
校
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
◆
募
集
作
品
＝
短
歌
・
俳

句
・
冠
句
・
川
柳
で
未
発
表
の
作

品
※
各
部
門
に
一
人
一
首
ま
た
は

一
句
￥
1
部
門
千
円（
作
品
集
代

を
含
む
）申
9
月
5
日
㊊
ま
で
に

問
に
提
出
問
但
馬
文
教
府
内「
但

馬
文
学
の
つ
ど
い
」企
画
運
営
委

員
会
事
務
局
☎
22

4
4
0
7

公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
①
診
療
放

射
線
技
師
・
2
人
②
臨
床
検
査
技

師
・
若
干
名
③
作
業
療
法
士
・
若

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
2
年
未
満
の

方
お
よ
び
平
成
29
年
3
月
ま
で
に

卒
業
す
る
見
込
み
の
方
◆
試
験
日

＝
10
月
29
日
㊏
、
30
日
㊐
申
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
手
続
き

（
8
月
25
日
㊍
〜
9
月
5
日
㊊
）ま

た
は
問
に
持
参
も
し
く
は
郵
送

（
8
月
25
日
㊍
〜
29
日
㊊
）問
香
住

海
上
保
安
署
☎
36

4
9
9
9

北
但
社
会
福
祉
事
業
会
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
介
護
員
・

1
人
対
平
成
29
年
3
月
に
大
学
・

短
期
大
学
・
専
門
学
校
を
卒
業
す

る
方
お
よ
び
3
年
以
内
既
卒
者
◆

試
験
日
＝
9
月
24
日
㊏
◆
採
用
予

定
日
＝
平
成
29
年
4
月
1
日
◆
勤

務
地
＝
豊
岡
市
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム「
こ
う
の
と
り
荘
」他
申
8
月

22
日
㊊
〜
9
月
16
日
㊎
に
問
に
連

絡
問
こ
う
の
と
り
荘
・
片
岡
さ
ん

☎
24

4
0
1
4

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
受
講
者

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
実
務
科

日
9
月
13
日
㊋
〜
11
月
11
日
㊎
所

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
キ
ャ
リ
ア
カ

レ
ッ
ジ
但
馬（
戸
牧
）内
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
知
識
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
の
基
本
的
な
操
作
、
就

職
対
策
マ
ナ
ー
の
習
得
な
ど
対
次

の
全
て
を
満
た
す
方
①
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
求
職
申
込
み
し
て
い
る
②

不用物品のインターネット売却
対 20歳以上の方であれば原則誰でも※入札
保証金が必要

◆売却方法＝インターネットでの入札
◆参加申込期限＝８月４日㊍午後２時
◆入札期間＝８月19日㊎午後１時～26日㊎
午後１時

◆契約期限＝９月５日㊊午後５時
◆代金納付期限＝９月９日㊎午後５時
◆売却物件＝消防ポンプ車、救急車など車
両７台（予定）

下見会
　落札物品は返品できません。事前に確認し
て参加してください。下見を希望する方は、
次の日程で事前に申し込んでください。
日８月１日㊊、２日㊋午後１時～３時
所別途通知
他次のサイトでも売却に関する情報を提供
▽市ホームページ▽ヤフー㈱の官公庁オ
ークション

申 問財政課☎21-9014

内市内の忘れられない景色、大切な
人との出会いの場所、今癒されて
いるスポットなどをエピソードを
添えて紹介
◆放送局＝ＮＨＫＢＳプレミアム
◆放送予定日＝９月26日㊊～12月23
日㊎

申①住所②氏名③電話番号④性別⑤
年齢⑥思い出の場所・風景⑦場所
にまつわるエピソードを、番組ホ
ームページからフォームに入力・
送信、または問に郵送もしくはフ
ァクス

問ＮＨＫふれあいセンター
　☎0570-066-066
　（〒150-8001NHK｢こころ旅係｣）
Ｆ03-3465-1327
Ｈhttp：//www.nhk.or.jp/kokorotabi/

｢にっぽん縦断こころ旅２０１６秋｣
お手紙募集

広報とよおか 2016（平成28）年8月号　 24



公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
、

受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指
示
を
受

け
る
③
訓
練
職
種
を
生
か
し
、
早

急
就
職
を
希
望
す
る
定
20
人
￥

2
8
2
9
円（
教
材
費
）申
8
月

19
日
㊎
ま
で
に
問
に
電
話
◆
選
考

日
＝
8
月
29
日
㊊
◆
選
考
内
容
＝

筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
）お
よ
び

面
接
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
☎
23

3
1
0
1

放
送
大
学
10
月
生

内
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
申
9

月
20
日
㊋
ま
で
に
問
に
提
出
他
資

料
請
求
は
問
に
電
話
問
放
送
大
学

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
☎

0
7
9

2
8
4

5
7
8
8

教
室
・
講
座

草
木
染
め
教
室

日
8
月
27
日
㊏
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時
※
雨
天
決
行
所
竹
野
南

森
林
公
園（
受
付
は
竹
野
南
里
山
の

会
事
務
所
）内
草
木
染
め
定
30
人
￥

千
円（
中
学
生
以
下
は
5
0
0
円
）

持
軍
手
、タ
オ
ル
、雨
具
、
洗
濯
ば

さ
み（
4
個
）申
8
月
12
日
㊎
ま
で

に
問
に
電
話
他
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
問
竹
野
振
興
局
地
域
振

興
課
☎
21

9
0
7
3

ƙƹŻżǝȁ¼ǨǹǋǝǪǇǴȏĶĴĵĺ
＜第10回豊岡市種目別競技大会日程＞

種目 開催日 時間 会場 参加費・申込期限
テニス（ダブルス） ９/４㊐ ９：00～ 神美台スポーツ公園 ８/19㊎
バスケットボール（中学、一般）９/４㊐ ８：30～ 総合体育館 300円・９/３㊏
太極拳 ９/４㊐ 13：30～ 市民体育館
バドミントン ９/18㊐ ９：30～ 総合体育館 ９/10㊏
サッカー ９/22㊍㊗ ９：00～ 植村直己記念スポーツ公園 ９/11㊐
陸上競技（小学生） ９/24㊏ 10：00～ 豊岡総合スポーツセンター 500円・９/３㊏
ミニバスケット ９/25㊐ ８：00～ 総合体育館 １チーム3,000円・８

/31㊌
テニス（シングルス） ９/25㊐ ９：00～ 神美台スポーツ公園 300円・９/20㊋
家庭婦人バレーボール 10/２㊐ ９：00～ 総合体育館 １チーム1,000円・９

/10㊏
柔道 10/２㊐ ９：30～ 豊岡高校格技場
水泳 10/２㊐ 13：00～ ウェルストーク豊岡 ９/10㊏
グラウンド・ゴルフ 10/３㊊ ８：30～ 円山川運動公園 500円・９/17㊏
卓球 10/８㊏ ９：00～ 総合体育館 ９/18㊐
空手道 10/９㊐ ９：30～ 市民体育館 １種目1,000円・８/31㊌
剣道 10/10㊊㊗ ８：30～ 日高文化体育館 ９/13㊋
ゴルフ 10/15㊏ ９：00～ 大岡ゴルフクラブ 1,700円・10/５㊌
男子家庭バレーボール 10/23㊐ ９：00～ 市民体育館 10/16㊐
少林寺拳法 10/23㊐ ９：00～ 豊岡小学校体育館 ９/23㊎
＜市民スポーツ教室日程＞

種目 開催日 時間 会場 問合せ

テニス ９/５、12、26㊊ 19：15～21：00 豊岡総合スポーツセンター 090-3496-3739
齋藤さん９/７、14、21㊌ 19：30～21：00 神美台スポーツ公園

男子家庭バレーボール ９/４㊐ ９：00～17：00 日高文化体育館 27-0713
池畑さん10/23㊐ 市民体育館

豊岡なぎなた
９/30、10/７㊎ 19：00～20：30 豊岡小学校 090-2595-3549

山本さん10/１、８㊏ 16：00～17：30
９/26、10/10㊊ 19：30～21：00 日高小学校

卓球 ９/10㊏～29㊍
までの㊏と㊍ 19：30～21：30 市民体育館 toyookapp@yahoo.co.jp

古田さん

太極拳

10/５、12㊌ 14：00～15：30 清滝地区公民館

32-4185
白岩さん

10/６、13㊍ 20：00～21：30 日高農村環境改善センター
10/７、14㊎ 13：30～15：00 出石B&G海洋センター
10/７、14㊎ 20：00～21：30 城崎地区公民館
10/10、17㊊ 13：30～15：00 竹野地区公民館
10/12、19㊌ 13：30～15：00 市民体育館

少林寺拳法 10/５、10/12㊌ 19：00～20：30 豊岡小学校体育館 22-4771
友田さん10/６、10/13㊍ 19：30～20：30 出石中学校体育館

問豊岡市体育協会事務局（スポーツ振興課内）☎21-9023
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酒
害
教
室

日
内
①
8
月
1
日
㊊
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
と
は
?
②
8
月
12
日
㊎
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
治
療
と
回
復

③
8
月
19
日
㊎
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
者
の
心
理
と
家
族
の
問
題
④

8
月
26
日
㊎「
断
酒
会
・
Ａ
Ａ
会

員
」を
囲
ん
で【
共
通
事
項
】◆
時

間
＝
午
後
3
時
30
分
〜
所
豊
岡
病

院
精
神
科
多
目
的
室（
戸
牧
）対
お

酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
、
そ

の
家
族
◆
講
師
＝
精
神
科
医
療
ス

タ
ッ
フ
申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合

立
豊
岡
病
院
精
神
科
外
来
☎
22

6
1
1
1

夏
休
み
ジ
オ
ラ
マ
教
室

日
8
月
22
日
㊊
午
後
1
時
30
分
〜

（
約
2
時
間
）所
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗

（
祥
雲
寺
）内
ミ
ニ
カ
ー
を
展
示
で

き
る
ジ
オ
ラ
マ
制
作
◆
講
師
＝

但
馬
鉄
道
模
型CLU

B

・
瀬
尾
雅

昭
さ
ん
、
島
田
貴
広
さ
ん
対
小

学
3
年
生
以
上（
小
学
2
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
）￥

1
0
8
0
円（
材
料
費
）定
15
人
持

絵
の
具
セ
ッ
ト
、
雑
巾
、
は
さ
み
、

汚
れ
て
も
い
い
服
装
申
問
コ
ウ
ノ

ト
リ
本
舗
☎
37

8
2
2
2

手
話
教
室

日
8
月
27
日
㊏
①
午
前
10
時
〜
正

午
②
午
後
2
時
〜
4
時
所
豊
岡
市

民
プ
ラ
ザ
市
民
活
動
室
C
内
①
は

じ
め
て
の
手
話
講
座
②
夏
休
み
親

子
手
話
教
室
対
①
高
校
生
以
上
②

小
学
4
〜
6
年
生
の
児
童
と
そ
の

保
護
者
申
問
兵
庫
県
立
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
☎
0
7
8

8
0
5

4
1
7
5
Ｆ
0
7
8

8
0
5

4
1
9
2

送
迎（
福
祉
）ド
ラ
イ
バ
ー
講
習

日
8
月
22
日
㊊
〜
26
日
㊎
所
日
高

地
区
公
民
館
内
福
祉
有
償
運
転
者

の
就
業
講
習
対
60
歳
以
上
で
シ
ル

バ
ー
会
員
と
し
て
就
業
を
希
望
す

る
方
申
8
月
10
日
㊌
ま
で
に
問
に

電
話
問
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
協
会
☎
0
7
8

3
7
1

8
0
1
2

相
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

日
8
月
19
日
㊎
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
※
1
人
1
時
間
程
度
所
立
野

庁
舎
内「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」

「
対
人
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」「
ス

ト
レ
ス
解
消
法
を
知
り
た
い
」な

ど
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
市
の
臨
床

心
理
士
や
保
健
師
に
相
談
※
申
込

み
必
要
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
対

本
人
や
家
族
な
ど
申
問
健
康
増
進

課
☎
24

1
1
2
7

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

日
9
月
8
日
㊍
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
※
1
人
45
分
程
度
所
立

野
庁
舎
内
心
の
悩
み
や
認
知
症
の

相
談
※
申
込
み
必
要
。
個
人
の
秘

密
は
厳
守
◆
相
談
＝
精
神
科
医

師
・
高
石
俊し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
対
本
人
や

家
族
な
ど
申
問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

認
知
症
相
談

日
9
月
7
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（表紙写真）
関西初！
海上アスレチックオープン
　７月１日、竹野浜海水浴場で、
関西では初となる海上アスレチ
ック｢たけのチックラグ～ン｣が
オープンしました。
　海に浮かんだ12のアスレチッ
クを８月28日（日）まで楽しむこ
とができます。
　問合せは、たけの観光協会ま
で☎47-1080

ひきこもり相談
　ひきこもりとは、一般的にさまざ
まな要因が重なって、社会的な参加
の場面が狭まり、就労や就学などの
自宅以外での生活の場が長期（おおむ
ね６カ月以上）にわたって失われてい
る状態のことをさします。
　自分の部屋から出られない人もい
れば、他の人と交わらない形であれ
ば外出できる人もいて、ひきこもり
の状態もさまざまです。
　本人、家族は、このような状況の
中で、不安や悩みを抱え込んだまま
過ごしている方も多いでしょう。一
歩踏み出し、相談することで、気持
ちが楽になったり、身近な情報を得
たりすることで、新たな展望を開く
きっかけになることもあります。ま
ずは一度連絡してください。
問健康増進課（もしもし電話健康相談）
　☎22-7700

８月は｢電気使用安全月間｣
　電気は正し
く使いましょ
う。たこ足配
線はやめま
しょう。
問一般財団法人関西電気保安
協会豊岡営業所☎22-5508
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ぐ
た
め
疲
れ
て
い
る
と
き
、
飲
酒

し
た
と
き
は
絶
対
海
に
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
自
分
の
命
は
自
分

で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な

ど
で
遊
ぶ
方
は
、
事
故
に
備
え
て
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、
防

水
パ
ッ
ク
に
入
れ
た
携
帯
電
話
の

携
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
事
故
が
発
生
し
た
と
き

や
事
故
を
発
見
し
た
と
き
は
迷
わ

ず
・
素
早
く
1
1
8
番

問
舞
鶴
海
上
保
安
部
☎
0
7
7
3

76

4
1
2
0

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22

6
1
1
1

内
認
知
症
・
介
護
に
関
す
る
相
談

な
ど
◆
相
談
＝
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
・
中
治
隆
宏
さ
ん
申
9
月
1
日

㊍
午
後
5
時
ま
で
に
問
に
連
絡
問

高
年
介
護
課
☎
29

0
0
5
5 

Ｆ
29

3
1
4
4

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
8
月
20
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

（
大

磯
町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9 

Ｆ
0
7
9

6
6
2

8
5
0
3

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
8
月
20
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市

民
活
動
室
A
内
相
続
・
登
記
・
多

重
債
務
・
消
費
者
・
成
年
後
見
な

ど
の
相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書
士

会
但
馬
支
部
☎
23

8
0
1
1

青
年
司
法
書
士
会
に
よ
る

養
育
費
無
料
電
話
相
談

全
国
一
斉
養
育
費
相
談
会

日
8
月
7
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
他
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
◆
相

談
＝
☎
0
1
2
0

5
6
7

3 

0　
1（
当
日
の
み
の
臨
時
電
話
）問

原
國
司
法
書
士
行
政
書
士
事
務
所

☎
0
7
8

3
5
1

2
2
3
4

弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

サ
ク
ラ
サ
イ
ト（
出
会
い
系
サ
イ

ト
等
）被
害
撲
滅
全
国
一
斉
1　
1

　
0
番

日
8
月
24
日
㊌
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
◆
相
談
＝
姫
路
・
0
7
9

2
8
8

6
6
2
0（
当
日
の
み

の
臨
時
電
話
）他
秘
密
は
厳
守
問

兵
庫
県
弁
護
士
会
☎
0
7
8

3
4
1

8
2
2
7

そ
の
他

児
童
扶
養
手
当
を振

り
込
み
ま
す

内
4
〜
7
月
分
手
当
◆
振
込
日
＝

8
月
15
日
㊊
問
社
会
福
祉
課
☎
24

7
0
3
1

戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日

　

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
追

悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

8
月
15
日
㊊
、
日
本
武
道
館（
東

京
都
千
代
田
区
）で
全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
、
正
午
を
合
図

に
1
分
間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
や
家
庭
な
ど
で
、
正
午
の

時
報
を
合
図
に
追
悼
と
平
和
の
黙

と
う
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
社
会
福
祉
課
☎
24

7
0
3
3

市
立
診
療
所
の
休
診

◆
診
療
所
名
・
休
診
日
・
問
＝
森

本
診
療
所
・
8
月
10
日
㊌
〜
15
日

㊊
・
☎
48

0
0
0
1
▽
神
鍋
診

療
所
・
8
月
11
日
㊍
㊗
、
13
日
㊏

〜
16
日
㊋
・
☎
45

0
0
0
3
▽

資
母
診
療
所
・
8
月
11
日
㊍
㊗
〜

15
日
㊊
・
☎
56

0
3
0
3
▽
高

橋
診
療
所
・
8
月
13
日
㊏
〜
16
日

㊋
・
☎
55

0
0
3
6

市
役
所
本
庁
舎
食
堂
の

営
業
時
間
変
更

　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
で
開
設
し

て
い
る
食
堂
の
営
業
時
間
を
変
更

し
ま
す
。

◆
変
更
日
＝
8
月
1
日
㊊
か
ら
◆

変
更
後
の
営
業
時
間
＝
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
4
時（
オ
ー
ダ
ー
ス

ト
ッ
プ
は
午
後
3
時
30
分
）問
総

務
課
☎
23

1
1
1
6

舞
鶴
海
上
保
安
部
・
京
都
府
水

難
救
済
会
か
ら
の
お
願
い

　

舞
鶴
海
上
保
安
部
管
内
で
は
、

近
年
レ
ジ
ャ
ー
中
の
海
で
の
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
防

月日 担当医師・
住所

８月

７日 中沢　洋
（出石町本町）

28日 赤松　亮
（九日市下町）

※診療時間は、午前９時～午
後５時

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3

８月のテーマ
曜日 内　　容

月 女性の外陰部のかゆみと
治療

火 風邪と漢方薬

水 シェーグレン症候群～涙
や唾液が出ない病気～

木 突発性難聴
金～日 脊柱管狭窄症

 ８月の納税
①市県民税（普通徴収）　第２期
②国民健康保険税（普通徴収）　第２期
③個人事業税　第１期
納期限　８月31日（水）
納税は便利な口座振替を利用してください
問①②税務課収税係☎23-1118または各振興局市

民福祉課③豊岡県税事務所第１課☎26-3628
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母と子の健康

保健師　定期駐在日
ご案内

（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に連
絡してください。

9

健康
増進課
☎24-1127

４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

２
金 13：00～14：00

平成28年４月３日
～20日生

16 平成28年４月21日
～５月７日生

日高 ７ 水 13：00～13：30 平成28年４月４日～５月７日生
出石
但東 20 火 13：00～13：15 平成28年４月24日～５月20日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

12
月 13：00～14：00

平成28年１月９日
～31日生

26 平成28年２月１日
～25日生

日高 ７ 水 13：15～13：45 平成28年１月４日～２月７日生
出石
但東 20 火 13：15～13：30 平成28年１月24日～２月20日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健

康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談・歯

科相談・ブックスタート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

13 火 13：00～14：00 平成27年２月３日～28日生

日高 14 水 12：45～13：15 平成27年１・２月生

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ
オル・健康診査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児
相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 ２、16 金 9：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付・保健師・栄養士・歯科衛
生士の相談・妊婦健診助成の手続きなど

◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 15 木 13：00～13：15 平成27年８月生
幼児食の話・試食・歯みがきの
話・栄養相談（希望者）・歯科
相談（希望者）

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント制度対象事業　100ポイント

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
豊岡
城崎
竹野

29 木 13：00～13：30 平成26年５月24日～６月20日生身体計測・歯科診察・フッ素塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など出石

但東 ９ 金 13：00～13：15 平成26年５～８月生
◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康･環境ポイント制度対象事業　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

６
火 13：00～13：40

平成25年５月30日
～６月19日生

27 平成25年６月20日
～７月４日生

出石
但東 ７ 水 13：00～13：30 平成25年５・６月生

◇持ち物　母子手帳・バスタオル・視聴覚アンケート・
尿・健康診査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・
育児相談・歯科相談・幼児食試食・栄養
相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。な
お、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課まで連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

月の保健行事
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献　　血

健診結果相談会

地域 日 曜日 受付時間 会　場

城崎 ５ 月 9：30～11：30 西村屋ホテル招月庭
13：30～15：30 城崎庁舎

日高 15 木
9：00～11：00 清滝会館

13：00～15：30 西気地区コミュニティセンター

出石 14 水 10：00～11：45 出石商工会館13：00～15：30

日 曜日 時間 会場
７ 水 10：00～11：30 立野庁舎　１階　Ａ会議室

毎週火曜日は歩キングデー コーちゃん

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988
兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯

シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-304-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

会　場 開催日 時間
ウェルストーク
豊岡 ４日（日）10：00～20：00（受付：19：00まで）１時間程度
◇内容　ボディースキャン、体力測定、個別運動指導
◇対象　20歳以上の市民　◇費用　無料
◇申込み　ウェルストーク豊岡 ☎24-0582 ※要予約

個別運動指導

休日急病診療所 （立野町12-12）

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
４日（日）、11日（日）、
18日（日）、19日（月・
祝）、22日（木・祝）、
25日（日）

① 9：00～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

オーちゃん

��Á��࣭Ɵਮ૾ƟزƆǄƩ

� ƟŻహƺƌࠂ୵ƈƸŷਫ਼ࢻ

　骨粗しょう症は、骨量が減って骨の内部がス
カスカになり、骨折しやすくなる病気です。骨
量は、40歳前後から加齢とともに減りはじめ、特
に女性は閉経後に急速に減少します。
　今の自身の骨の状態を知り、予防に努めるこ
とが大切です。
◆日時　10月11日（火）～27日（木）の午後１時～
２時30分（30分ごとに５人ずつ）　※土・日曜
日を除く

◆実施場所　日高医療センター（健診センター　
１階）

◆対象　40～70歳の女性市民
　※すでに骨粗しょう症と診断された方、治療
中の方、　妊娠中の方を除く

◆定員　１日当たり15人
◆申込方法　８月５日（金）～31日（水）までに希
望日時を予約

《予約・問合せ》健康増進課☎24-1127

　食べることに興味を持つようになったら、食
育をするチャンスです。おいしく、楽しい食事
作りにチャレンジしてみませんか？
◆日時　９月６・13・27日、10月４・18日、11月１日
の火曜日（全６回）午前９時30分～午後０時30
分

◆場所　ウェルストーク豊岡　調理実習室
◆内容　育児講話・調理実習
◆対象　３歳以上就学前の幼児とその保護者
◆定員　15組
◆参加費　１組1,800円（６回
分）

◆持ち物　エプロン・三角巾・
子どものお茶とお箸

◆申込期間　８月22日（月）～31日（水）
《申込み・問合せ》健康増進課　☎24-1127

《料金》
年齢 料金

40・45・50・
55・60・65
歳の方

1,000円
※市民税非課税世帯の方、生活保
護受給中の方は、申請により免
除（一度、料金を支払うと返金で
きません）

41～69歳で
希望する方 3,020円※免除はありません

70歳の方 無料
※年齢は平成29年４月１日現在

検査は簡単！短時間！
　服を着たまま、あおむけに寝て
検査を受けます。痛みもなく、短
時間ですみます。
▽検査方法…
Ｄ
デ キ サ
ＸＡ（デキサ）

法（２種類のＸ
線を骨にあて、
骨密度を測定）

ǂƂǂƂǕǩǓȚǖݥণ
»৽ऺ

あなたの
骨は
大丈夫？
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8月の行事予定8月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
１ 月 10：00 竹野 点子ちゃんの点字教室（２回目）　児 中
２ 火 休館日

３ 水
10：10 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（１回目）　児
10：30 竹野 にじっこ絵本　乳 幼
11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

４ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
13：30 本館 夏休みの思い出ＢＯＯＫ（２回目）　児

５ 金

６ 土
10：30 竹野 夏休み小学生工作教室　児
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00 本館 おはなし会　幼 児

７ 日
14：00 城崎 てづくり･まい･ぶっく　児 般

14：00 但東 夏休み子どもルンルン工作（対象：小学３･４年
生｢ぱっくん貯金箱｣）　児

19：00 本館 夏の夜のおはなし会　児

８ 月 14：00 但東 夏休み子どもルンルン工作（対象：小学５･６年生｢段ボール自動販売機の貯金箱｣）　児
９ 火 休館日
10 水 10：10 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（２回目）　児

10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼
11 木 休館日

12 金
10：30 本館 としょかん映画会｢十五少年漂流記｣（1987年･68分）　児 般

10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

13：30 本館 としょかん映画会｢美しい夏キリシマ｣（2003年･118分）　般

13 土
10：30 本館 としょかん映画会｢十五少年漂流記｣（1987年･68分）　児 般

13：30 本館 としょかん映画会｢美しい夏キリシマ｣（2003年･118分）　般
14 日
15 月
16 火 休館日

17 水
９：30 本館 おはなしのゆりかご（豊岡市民プラザほっとステージ）　乳
10：10 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（３回目）　児
10：30 城崎 読み聞かせ研修会　絵本の森　般

18 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼
13：30 本館 夏休みの思い出ＢＯＯＫ（３回目）　児

19 金 13：00 城崎 おいしいおはなし　わくわくクッキング　児

20 土 10：00 本館 リサイクルブックフェア　般
14：00 本館 おはなし会　幼 児

21 日 10：00 本館 リサイクルブックフェア　般
22 月 13：30 竹野 夏休みおたのしみ会　幼 児
23 火 休館日
24 水 10：30 本館 いっしょにおはなし会　幼

25 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（子育てセンター）　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

26 金 10：10 本館 夏休み子ども点字絵日記教室（４回目）　児

27 土
10：30 城崎 おはなしランド（工作：ばふっとロケット）　幼 児
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00 本館 おはなし会　幼 児

28 日 14：00 出石 としょかん･くらぶ　児
29 月
30 火 休館日
31 水 休館日（図書整理日）

図書館へ行こう！
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

◆リサイクルブックフェア
　図書館で不用となった本や、
寄贈していただいた本を無料で
提供します。
日　時　８月20日（土）・21日（日）
　　　　午前10時～午後３時
場　所　本館　２階　視聴覚・

講演室
対　象   図書館利用者カード所

有者
その他  持ち帰り用袋を持参

（10冊まで持ち帰り可）
《問合せ》本館☎23-6151

◆ぬいぐるみの図書館おとまり会
日　時  ９月10日（土）午後４時

集合（おはなし会）※ぬ
いぐるみは11日（日）午
後３時以降に迎え

場　所   図書館本館
対　象  ３歳～小学２年生の図

書館利用者カード所有
者（保護者のカード可）

定　員　20人（ぬいぐるみは１
人につき一つ）

申込み  ８月19日（金）午前10時
から本館に来館または
電話
《問合せ》本館☎23-6151

◆夏休みおたのしみ会
 おはなしのへや夏のつどい
日　時  ８月22日（月）午後１時

30分～
場　所  竹野庁舎 ２階 竹野地

区公民館多目的ホール
内　容  人形劇･絵本の読み聞

かせ･歌など。終了後
かき氷大会

対　象   幼児･児童
《問合せ》竹野分館☎21-9078

本館

竹野分館
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物の表示がないものは申込時に確認してください。

つどいの広場/8月
←最新情報は
　こちらから

日　時 ７日（日）午前10時～11時15分
対　象 乳幼児とお父さん　※お母さんの参加もＯＫ
内　容 水遊び、ふれあい遊び、パネルシアター　ほか
持ち物 濡れてもよい服装、お茶、帽子、タオル　など（親子とも）

パパと遊ぼうデー　子育て学習室＆しばっこ広場

日　時 19日（金）午後１時30分～３時
申込期限 ８日（月）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び
持ち物 濡れてもよい服装、着替え、お茶、帽子、タオル　など（親子とも）

おやこっこ運動遊び　子育て学習室＆しばっこ広場

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

日　時 ①ほっとたいむ １日（月）･25日（木）午前11時～
②おやこふれあいたいむ 18日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌・童謡を歌う②紙芝居･いろいろな遊び

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ＆わらべうた遊び　ふれあい広場

日　時 10日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び、絵本の読み聞かせ、紙芝居　ほか

にこにこひろば

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

パパと遊ぼうＤＡＹ！
日　時 ７日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 幼児と保護者
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

すくすく祭り　センター園庭（雨天時センター内）
日　時 26日（金）午後５時～６時30分
対　象 乳幼児・小学生と保護者、一般
内　容 楽しい露店（午後４時30分～チケット販売）

おたのしみ広場
日　時 24日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、体操、ミニシアター　ほか

おでかけ広場　清滝地区公民館（清滝小学校近く）
日　時 12日（金）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 プール遊び
持ち物 水着、サンダル、タオル、お茶、帽子　など

日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び（ビニールプール、クルクルシャワー、金魚すくい　ほか）

そとあそび広場　センターテラス（雨天時ゆうぎ室）

日　時 ９日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 幼児と保護者　
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

親子運動遊び

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

日　時 １、８日（月）午後１時30分～　※前日までに要申込
対　象 乳幼児と保護者　
内　容 自由に水遊び
持ち物 水着（ＴシャツＯＫ）、サンダル、帽子、着替え、バスタオル　など（親子とも）

みずあそび広場　スカイドーム（しばっこ広場）

日　時 17日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、読み聞かせ、計測、子育て相談、本の貸出＆返却
スタッフ 保健師、栄養士、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

なかよし広場　豊岡市民プラザ　ほっとステージ

日　時 24日（水）午後１時30分～３時30分
申込開始 12日（金）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）
内　容 女の子の育て方、男の子の育て方

８月の子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

日　時 25日（木）午後１時30分～２時30分
申込期限 18日（木）
対　象 １歳の幼児と保護者 15組
内　容 筒太鼓、お手玉を使ったリズム遊び　ほか

おやこっこリズム遊びⅡ　子育て学習室

日　時 31日（水）午後１時30分～３時30分
申込開始 22日（月）
対　象 子育て中の保護者　10人（先着順）
内　容 牛乳パックでいすを作ろう！
持ち物 牛乳パック（１㍑サイズ20本）、ボンド、布、はさみ、布ガムテープ　など

お母さんの手作り講座Ⅰ　子育て学習室

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

日　時 ５日（金）午前10時30分～11時30分　※悪天候時中止
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び（水鉄砲、的当て　ほか）
持ち物 濡れてもよい履物と服、着替え、タオル、帽子、お茶

そとあそび広場　城崎スポーツ広場

なかよし広場
日　時 17日（水）午前10時30分～11時30分　
対　象 おおむね２歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 歯科衛生士によるミニ講話、親子交流、ふれあい遊び、子育て相談　ほか

児童交流会
日　時 23日（火）午前10時30分～11時30分 申込締切 19日（金）
対　象 乳幼児と保護者　10組程度
内　容 小学生との交流（いろいろ交流遊び、わくわくタイム　ほか）

食育講座Ⅲ　子どもの食事　豊岡市民プラザ　練習室
日　時 ９月１日（木）午後１時30分～３時30分 申込開始 24日（水）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）
内　容 子どもの食事、食育の話Ｑ＆Ａ　　ほか
講　師 管理栄養士　田中香代子さん

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

そとあそび広場　センター外庭（雨天時センター内）
日　時 10･17日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び、しゃぼん玉、おもちゃの金魚すくい　ほか
持ち物 濡れてもよい服装、サンダル、着替え、タオル、帽子、お茶　など

そとあそび広場　センター側庁舎入り口付近（雨天時センター内）
日　時 ４日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ビニールプールで水遊び　ほか
持ち物 水遊びのできる服装、着替え、タオル、お茶　など

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

日　時 26日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦　※母子手帳持参
内　容 保健師のミニ講話、計測、ふれあい遊び、子育て相談

なかよし広場 日　時 24日（水）午前10時30分～11時30分
申込開始 10日（水）
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 親子ふれあい体操、保護者ストレッチ
講　師 日本３Ｂ体操協会　公認指導員　木村美保さん

親子3Ｂ体操
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平成28年6月30日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

AUGUST
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談
 1 日（月）

13：30～16：00
竹野庁舎

生涯学習課 23－0341 3 日（水） 城崎庁舎
出石ふれあいセンター

行 政 相 談

 1 日（月）
10日（水）13：30～15：30

竹野庁舎

秘書広報課 23－1114
日高農村環境改善センター

12日（金） 出石庁舎
13日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター
18日（木）13：30～15：30 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談  3 日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター

社会福祉課 24－7033

17日（水）
身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 26日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 24日（水）13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談  9 日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
10日（水）

9：00～11：00
城崎庁舎

18日（木） 立野庁舎
25日（木） 出石庁舎

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311

 4 日（木）
18日（木）

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

10日（水）
25日（木） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
17日（水） 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 3 日（水）
17日（水）13：30～16：00 出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
 4 日（木） 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 5 日（金）
19日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所・豊岡地区センター 23－2573
10日（水）
25日（木）13：30～16：00

日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
12日（金） 竹野老人福祉センター 竹野地区センター 47－1423
25日（木） 城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503

法 律 相 談
〔予約受付7/27（水）、8：30～〕
（先着8人・電話予約のみ）

 2 日（火）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター 本所・豊岡地区センター 23－2573

不 登 校 相 談
毎週月～金 9：00～17：00 豊岡健康福祉センター こども支援センター 24－8303発達にかかわる相談

子 育 て 家 庭 相 談
農 家 相 談  5 日（金）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所大交流課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ものづくり支援センター 21－9024

事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171

若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 消費生活センター 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114

エイズ・肝炎検査 要
予
約

 9 日（火）
23日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎

豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

思春期こころのケア相談 18日（木）13：30～16：30 豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
を
除
く

8月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
84,227人（－54人） 40,447人（－16人） 43,780人（－38人） 32,967世帯（－6世帯）
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8月の主な行事
AUGUST

より詳しい情報は
こちらから

13（土）｢Kinosakinomatopeeキノサキノマトペ」豊岡公演(14：00～　城崎国際アートセンター）
TAJIMA RAISING ROCK FESTIVAL 
２０１６(豊岡市民プラザ）
化石のレプリカを作ろう！(市立歴史博物
館｢但馬国府・国分寺館」、～14日、28日）

14（日）小川で遊ぼう(９：30～11：00、13：00～15：00　コウノトリ文化館）
アートスクール2016舞台芸術講座×ドラマリーデ
ィング講座成果発表(豊岡市民プラザ　～21日）

15（月）絵巻物を作ろう！(市立歴史博物館｢但馬国府・国分寺館｣）
16（火）
17（水）なかよし広場(９：30～　豊岡市民プラザ）なかよし広場(10：30～11：30　出石子育てセンター）
18（木）絵本の読み聞かせの会(10：30～11：00　日高子育てセンター）
19（金）
20（土）
21（日）愛宕の火祭り〔10：00～20：30　伊福部神社(出石町中村）周辺〕
22（月）
23（火）
24（水）神戸大学児童文化研究会豊岡公演(10：30～　豊岡市民プラザ）

第23回大谿川納涼灯篭流し
(19：00～21：00　一の湯前）

25（木）絵本の読み聞かせ(10：30～11：00　城崎子育てセンター）
26（金）すくすく祭り(17：00～18：30　竹野子育てセンター園庭）
27（土）パパと遊ぼうデー(10：30～11：30　竹野子育てセンター）

植村直己冒険賞20周年記念事業(日高文化
体育館・植村直己冒険館、～28日）

28（日）市民総参加訓練(８：00～　市内全域）震災総合防災訓練
(９：00～12：00　旧竹野中学校跡地）

カバストマルシェ(10：00～16：00　宵田商店街）
29（月）
30（火）
31（水）

ひ
と
り
ご
と

1（月）但馬ドームサマーミュージアム（９：00～17：00　全但バス但馬ドーム、～31日）
柳まつり(豊岡駅通り　ほか、～２日）

2（火）柳まつり花火大会(20：00～21：00）
3（水）にじっこ絵本(読み聞かせ）(10：30～11：00　竹野子育てセンター）

えほんのとびら
(10：30～11：00　出石子育てセンター）

4（木）第40回ふるさと祭り(城崎温泉街）
5（金）
6（土）
7（日）第３回加陽湿地まつり(７：30～　加陽湿地・出石川河川敷）

豊岡市消防団消防操法大会
(８：00～　但馬広域防災拠点施設前広場）
パパと遊ぼうデー

(10：00～　子育て総合センター）
パパと遊ぼうDAY！
(10：30～11：30　日高子育てセンター）

第70回企画展関連事業｢元開拓団員の方の
お話会｣(14：00～　日本・モンゴル民族博
物館）
平和を願う朗読劇・豊岡2016『祈り-1945』

(14：00～豊岡市民プラザ）
コウノトリふれ愛コンサート

(17：30～19：00　コウノトリ文化館）
おっとろっしゃ！とよおかのものづくりⅢ

(豊岡稽古堂など、～８日）

8（月）｢Kinosakinomatopeeキノサキノマトペ」公開稽古＆｢声」のワークショップ(14：00
～   城崎国際アートセンター）

9（火）
10（水）第３回乗って帰ろうデー&豊岡ライフスタイルデー(18：00～21：00　市役所市民広

場など）
豊岡ノーマイカーデー(市内全域）

11（木）山の日
12（金）えほんはともだち

(10：30～11：00　但東子育てセンター）
｢Kinosakinomatopeeキノサキノマトペ」
豊岡公演(19：00～　城崎国際アートセン
ター）

▼
ヒ
ュ
ー
ー 

ド
〜
ン
！ 

バ
チ
バ
チ

バ
チ
…
。
各
地
で
花
火
大
会
が
、
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
、
ト
ボ

ト
ボ
歩
い
て
い
た
夜
の
道
、
近
所
の

子
ど
も
が
、
家
族
と
一
緒
に
線
香
花

火
大
会
。
豊
岡
に
暑
い
夏
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。 

Ⓦ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

広
報
　と
よ
お
か

N
o.255

　

育
英
高
校（
神
戸
市
）で
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
に
励
む
藤
本
巧
太
さ

ん
。
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兵
庫
県
予
選

で
優
勝
し
、
兵
庫
県
最
優
秀
選
手

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
た

の
は
小
学
校
１
年
生
。
兄
が
始
め

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
以

来
、
兄
を
超
え
る
こ
と
を
目
標
に

し「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
兄
の

お
か
げ
」と
、
受
賞
の
喜
び
を
一

番
に
伝
え
た
か
っ
た
と
語
り
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は「
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
自
分
に
で
き
る
プ
レ

ー
を
す
る
。
そ
し
て
、
何
か
一
つ
、

誰
に
も
負
け
な
い
プ
レ
ー
を
作
り

た
い
」と
の
こ
と
。
受
賞
の
感
想

を
聞
く
と「
仲
間
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
の
受
賞
。
そ
し
て
、
育
英

高
校
で
プ
レ
ー
さ
せ
て
く
れ
る
両

親
の
お
か
げ
」と
い
う
周
囲
へ
の

感
謝
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
地
元
を
離
れ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
を
し
て
き
た
こ
と
を
無
駄
に

せ
ず
、
常
に
前
進
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
最

高
の
チ
ー
ム
作
り
に
取
り
組
み

た
い
」と
抱
負
を
語
る
藤
本
さ
ん
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

兵庫県最優秀選手賞受賞
バスケットボールにかける青春

藤本巧太さん（18歳）日高町鶴岡

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲色とりどりのアジサイを楽しむ来訪者

奥赤あじさい祭り
今年もきれいに咲きました！

▲フルートとピアノの演奏

　６月17日、宗
す

鏡
きょう

寺
じ

（出石町東條）で｢第一回宗鏡
寺熊本復興チャリティコンサート｣が行われまし
た。
　熊本県益

まし

城
き

町
まち

生まれの小
こ

原
はら

游
ゆう

堂
どう

住職を中心に、
ボランティアで行われたコンサート。住職は｢復
興には人の力だけでなく、お金だけでもなく、祈
りが必要。皆さんの祈りによって被災地の皆さん
の役に立てたら｣と、あいさつしました。
　約150人が訪れ、ピアノやフルートの演奏、歌
を楽しみました。休憩時間には弘道小学校の児童
も手伝い、おむすびとたくあんの振る舞いも。そ
して、寄せ書きには、一日も早い復興を願うメッ
セージがたくさんつづられました。

宗鏡寺熊本復興チャリティコンサート
祈りの力よ被災地に届け

　６月26日、奥赤区（但東地域）で、第15回奥赤あ
じさい祭り（主催・同実行委員会）が開催され、来
訪者は色とりどりのアジサイを楽しみました。
　｢花のある豊かで美しい地域を作りたい｣と、平
成７年から順次植栽されているアジサイ。今では
約千株が、同区の有志により手入れされています。
　休憩所の公民館では、小

こ

坂
ざこ

区（高橋地区）が餅を
振る舞ったり、資母地区の各団体がコーヒーや焼
き菓子などで来訪者をもてなすなど、地域を挙げ
て祭りを盛り上げていました。
　実行委員長の小西　護さんは｢多くの人に喜ん
でもらえる。もっときれいに咲かせたいとの思い
が、地域に元気をくれる｣と話していました。


